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平
成
26
年
度
施
政
方
針
と
当
初
予
算

　

昨
年
７
月
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
豪
雨
は
、
本
町
の
山
も
川
も
道
路

も
住
宅
ま
で
も
壊
し
、
大
き
な
爪
あ
と
を
残
し
ま
し
た
。
予
想
を
超
え
る
被
害
の

大
き
さ
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
一
丸
と
な
っ
て
応
急
作
業
に
あ
た

っ
て
い
た
だ
き
、
そ
し
て
、
国
・
県
を
は
じ
め
、
近
隣
の
自
治
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
多
く
の
方
々
か
ら
の
ご
支
援
に
よ
り
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

各
自
主
防
災
会
や
消
防
団
を
は
じ
め
、
関
係
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
敬
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
美
し
い
ふ
る
さ
と
と
安
定
し
た
生
活
を
一
刻
も
早
く
取
り
戻
し
、
次
代

へ
と
つ
な
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
被
害
箇
所
の
復
旧
に
向
け
、
国
・
県

を
は
じ
め
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
力
を
お
借
り
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
安
全
で
安
心
な

暮
ら
し
の
確
保
に
向
け
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、
昨
年
は
、
明
る
い
話
題
も
多
か
っ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
高
校
野
球
、

高
校
バ
ス
ケ
で
の
本
町
出
身
者
の
活
躍
、
そ
し
て
、
角
界
入
り
し
て
３
年
目
を
迎
え

た
白
鷹
山
が
、
幕
下
ま
で
番
付
を
上
げ
十
両
も
視
野
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し

た
若
い
人
た
ち
の
今
後
の
活
躍
に
大
い
に
期
待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
釜
の
越
桜
を
は
じ
め
古
典
桜
６
本
が
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
、
あ

ら
た
め
て
古
典
桜
の
里
と
し
て
全
国
に
発
信
で
き
る
こ
と
は
、
町
の
み
な
ら
ず
町
民

の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
も
大
き
な
喜
び
で
あ
り
、
あ
わ
せ
て
、
こ
れ
ま
で
保
存
活
動
に

取
り
組
ま
れ
て
こ
ら
れ
た
方
々
を
は
じ
め
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
敬
意
と
感
謝
を
申

し
上
げ
る
も
の
で
す
。

　

私
が
町
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
き
６
年
目
、
実
質
２
期
目
の
折
り
返
し
を
迎
え
ま

す
が
、「
笑
顔
か
が
や
き　

心
か
よ
う　

美
し
い
ま
ち
」
を
め
ざ
し
た
、
第
５
次
白

鷹
町
総
合
計
画
も
前
期
の
検
証
を
行
い
、
後
期
基
本
計
画
の
準
備
段
階
に
入
り
ま
す
。

あ
ら
た
め
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
視
線
を
同
じ
く
し
て
、
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
年
は
、
白
鷹
町
が
誕
生
し
て
60
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
先

人
が
培
っ
て
き
た
伝
統
文
化
と
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
誇
り
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
と

と
も
に
記
念
す
べ
き
年
を
お
祝
い
し
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
つ
な
げ
て
い
く
一
歩
と
し

て
、
様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

白
鷹
町
長

　
佐  

藤  

誠  

七

　

予
算
編
成
の
基
本
方
針

　

平
成
26
年
度
予
算
は
、
昨
年
７
月

の
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を

最
優
先
と
し
、『
第
５
次
白
鷹
町
総
合

計
画
』
の
前
期
基
本
計
画
の
最
終
年

度
、
そ
し
て
、
後
期
基
本
計
画
の
芽

出
し
の
年
と
し
て
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
位
置
づ
け
推
進
し
て
き
た
事

業
を
検
証
し
、
取
捨
選
択
を
図
り
な

が
ら
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
の
実
現

に
向
け
て
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な

施
策
の
充
実
に
努
め
て
い
く
観
点
か

ら
編
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
一
般
会
計
当
初
予
算

額
は
、
76
億
１
０
０
０
万
円
と
な
り
、

前
年
度
に
対
し
４
億
１
４
０
０
万
円
、

５
・
８
％
の
増
加
と
な
っ
た
も
の
で

す
。
災
害
復
旧
事
業
や
学
校
統
合
に

伴
う
投
資
的
経
費
の
増
加
が
主
な
要

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
歳
入
予
算
】

　

町
税
は
、
町
民
税
の
増
収
見
込
み

等
に
よ
り
全
体
と
し
て
は
１
７
７
９

万
円
、
１
・
６
％
の
増
。
地
方
交
付

税
の
う
ち
、
普
通
交
付
税
は
、
公
債

費
に
係
る
算
入
額
の
減
少
や
、
公
立

保
育
所
に
係
る
財
政
措
置
の
減
少
の

影
響
等
を
見
込
み
、
１
億
４
０
０
万

円
、
３
・
３
％
の
減
、
前
年
度
と
同

額
を
見
込
ん
で
い
る
特
別
交
付
税
を

含
む
総
額
で
は
、
３
・
１
％
減
。
こ

の
ほ
か
、
町
債
は
、
投
資
的
経
費
の

増
加
に
よ
り
、
１
億
５
１
８
０
万
円
、

15
・
６
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

【
歳
出
予
算
】

　

義
務
的
経
費
は
人
件
費
が
職
員
数

の
減
少
等
に
よ
り
７
３
９
９
万
円
、

６
・
６
％
の
減
、
扶
助
費
は
臨
時
福

祉
給
付
金
及
び
子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
の
皆
増
等
に
よ
り
４
１
２

５
万
円
、
４
・
１
％
の
増
、
公
債
費

は
５
・
７
％
の
減
と
な
り
、
義
務
的

経
費
全
体
で
は
８
６
９
９
万
円
、
２

・
８
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

ほ
か
、
普
通
建
設
事
業
費
は（
仮
称
）

町
民
武
道
館
等
整
備
事
業
及
び
ス
ク

ー
ル
バ
ス
導
入
事
業
の
皆
増
等
に
よ

り
４
億
４
０
６
２
万
円
、
51
・
３
％

の
増
。
災
害
復
旧
事
業
費
は
豪
雨
災

害
に
係
る
復
旧
対
応
の
皆
増
に
よ
り

１
億
１
５
３
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

物
件
費
は
統
合
中
学
校
関
係
経
費
の

増
等
に
よ
り
９
６
９
８
万
円
、
12
・

２
％
の
増
、
補
助
費
等
は
１
億
２
６

４
９
万
円
、
11
・
３
％
の
減
と
な
り

ま
し
た
。

【
特
別
会
計
・
事
業
会
計
】

　

全
体
で
60
億
８
３
０
５
万
円
を
計

上
し
、
前
年
度
に
対
し
１
億
９
５
８

５
万
円
、
３
・
３
％
の
増
と
な
り
ま

し
た
。
公
共
下
水
道
事
業
に
お
い
て

下
水
処
理
施
設
の
長
寿
命
化
事
業
に

取
り
組
む
こ
と
が
大
き
な
要
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
、
一
般
会
計
に
特
別
会
計
等

を
合
わ
せ
た
当
初
予
算
総
額
は
、
１

３
６
億
９
３
０
５
万
円
、
４
・
７
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。
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平成25年度
総額71億9,600万円

平成26年度
総額76億1,000万円

総額
76億1,000万円

平成26年度
総額76億1,000万円

平成25年度
総額71億9,600万円
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１
．
子
育
て
・
教
育

◆
子
育
て
支
援
の
充
実

○
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
、
ニ
コ
ニ
コ

マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
応
援
事
業
、
小
児
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
接
種
費
用
助
成
事
業
な
ど
の
ほ

か
、
第
３
子
以
降
の
子
ど
も
の
保
育
料
無
料

化
と
、
乳
児
か
ら
中
学
生
ま
で
医
療
費
の
自

己
負
担
額
を
無
料
化
す
る
「
し
ら
た
か
元
気

っ
子
事
業
」
を
継
続
し
、
子
育
て
環
境
の
充

実
・
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
よ
つ
ば
保
育
園
の
運
営
に
つ
い
て
、
指
定

管
理
者
制
度
に
よ
る
運
営
委
託
方
式
か
ら
民

設
民
営
方
式
に
よ
る
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
、
施
設
の
改
修
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

◆
学
校
教
育
の
充
実

○
中
学
校
統
合
、
小
学
校
再
編
に
つ
い
て
は
、

ス
ム
ー
ズ
な
統
合
に
向
け
て
準
備
を
進
め
る

と
と
も
に
、（
仮
称
）
町
民
武
道
館
等
整
備
事

業
及
び
統
合
中
学
校
の
管
理
棟
増
築
工
事
等

を
実
施
し
ま
す
。

○
地
域
の
特
別
支
援
教
育
を
総
合
的
に
推
進

す
る
発
達
障
が
い
理
解
推
進
拠
点
事
業
に
新

た
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
学
校
生
活
支
援
員
等
の
配
置
を
拡
充
し
、

特
別
支
援
教
育
の
充
実
や
個
々
の
児
童
へ
の

き
め
細
や
か
な
対
応
、
い
じ
め
・
不
登
校
の

未
然
防
止
策
を
講
じ
ま
す
。

○
各
学
校
の
施
設
整
備
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

充
実
等
、
安
全
・
安
心
な
学
校
環
境
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。

○
児
童
生
徒
の
健
全
な
心
身
の
育
成
な
ど
を

目
的
に
、
安
全
で
安
心
な
学
校
給
食
を
提
供

し
ま
す
。
ま
た
、
学
校
給
食
共
同
調
理
場
の

充
実
を
図
り
、
平
成
28
年
度
か
ら
の
民
間
委

託
を
め
ざ
し
準
備
を
進
め
ま
す
。

２
．
雇
用
・
産
業

◆
農
林
業
の
活
性
化

○
地
域
の
特
色
あ
る
産
地
づ
く
り
を
創
造
す

る
た
め
「
水
田
フ
ル
活
用
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
作

成
、
農
業
再
生
協
議
会
を
中
心
に
関
係
機
関

と
連
携
し
、
農
業
者
の
た
め
の
取
り
組
み
を

行
い
ま
す
。

○
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
約
化
の
た
め
、

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
農
地
集
積
と
地
域
の

中
心
と
な
る
経
営
体
の
規
模
拡
大
を
戦
略
的

に
進
め
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
新
規
就
農
者
な

ど
新
た
な
担
い
手
の
確
保
と
育
成
・
支
援
に

取
り
組
み
ま
す
。

○
こ
れ
ま
で
の
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
推

進
事
業
、
農
地
・
水
・
農
村
環
境
保
全
向
上

対
策
事
業
の
枠
組
み
を
基
本
に
、
新
た
な
地

域
施
策
「
日
本
型
直
接
支
払
」
に
よ
り
農
地

の
維
持
保
全
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
地
域
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、

遊
休
農
地
の
解
消
、
耕
畜
連
携
の
推
進
に
継

続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

○
園
芸
作
物
及
び
畜
産
の
振
興
に
は
、
県
の

事
業
を
導
入
し
、
農
業
産
出
額
と
農
業
者
の

所
得
向
上
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

○
町
内
農
産
物
等
の
放
射
性
物
質
自
主
検
査

事
業
を
継
続
し
、
安
心
・
安
全
な
農
産
物
の

提
供
に
努
め
、
地
産
地
消
を
一
層
の
推
進
し

ま
す
。

○
農
村
整
備
関
連
は
、
昨
年
７
月
の
豪
雨
災

害
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
た
農
地
、
農



5　

業
用
施
設
、
林
道
等
の
本
格
的
な
復
旧
復
興

を
最
優
先
課
題
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

○
土
地
改
良
事
業
は
、
県
営
事
業
の
継
続
実

施
に
よ
り
、
浅
立
地
区
・
萩
野
地
区
の
基
盤

整
備
事
業
や
水
頭
地
区
老
朽
た
め
池
の
整
備

を
継
続
し
、
新
規
事
業
と
し
て
老
朽
た
め
池

の
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
鮎
貝
排
水
機

場
と
諏
訪
堰
頭
首
工
の
整
備
も
継
続
し
ま
す
。

○
「
や
ま
が
た
緑
環
境
税
」
に
よ
る
里
山
林

の
再
生
整
備
や
松
く
い
虫
防
除
事
業
等
を
実

施
し
、「
や
ま
が
た
絆
の
森
協
定
」、「
み
ど
り

環
境
交
付
金
事
業
」
に
よ
る
住
民
参
加
型
の

森
林
整
備
、
里
山
を
活
用
し
た
交
流
事
業
を

推
進
し
ま
す
。

◆
工
業
の
振
興

○
受
注
拡
大
の
支
援
、
現
場
力
や
技
術
力
の

向
上
を
め
ざ
す
中
小
企
業
技
術
者
養
成
事
業

を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
中
小
企

業
緊
急
金
融
対
策
事
業
や
専
門
家
派
遣
事
業

を
行
い
ま
す
。

○
地
域
産
業
の
活
性
化
と
雇
用
の
場
の
創
出

を
め
ざ
し
、
企
業
立
地
促
進
事
業
や
企
業
誘

致
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

○
新
規
学
卒
者
の
就
職
支
援
を
行
う
人
材
確

保
対
策
事
業
を
継
続
し
、
雇
用
枠
の
確
保
・

拡
大
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

◆
商
業
の
振
興

○
消
費
税
率
の
改
定
に
伴
い
冷
え
込
み
が
予

想
さ
れ
る
町
内
消
費
を
拡
大
し
、
商
業
の
活

性
化
を
促
進
す
る
た
め
、
商
工
関
係
団
体
が

実
施
す
る
商
業
活
性
化
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

○
空
き
店
舗
利
用
促
進
対
策
事
業
を
継
続
し
、

小
規
模
工
事
の
受
注
を
促
進
す
る
建
築
需
要

促
進
事
業
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

◆
観
光
交
流
の
振
興

○
６
月
か
ら
の
国
内
最
大
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
「
山
形
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
の
開
催
と
と
も
に
、「
べ
に
ば
な
ア

ー
ト
展
２
０
１
４

－

紅
花
ｃ
ｏ
ｌ
ｏ
ｒ
ｓ

－

」

を
開
催
し
、
紅
花
生
産
量
日
本
一
と
し
て
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
、
観
光
商
品
の
企
画

や
磨
き
上
げ
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
ふ
る
さ
と
森
林
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に

天
然
芝
コ
ー
ス
を
整
備
し
、
パ
レ
ス
松
風
の

お
客
様
の
満
足
度
向
上
に
向
け
た
改
修
に
取

り
組
み
、
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
産
業
連
携

○
農
産
物
を
は
じ
め
と
す
る
白
鷹
町
の
素
材

を
活
用
し
、
農
工
商
観
連
携
に
よ
る
６
次
産

業
化
を
推
進
す
る
た
め
、
町
民
や
事
業
者
が

実
施
す
る
初
期
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
段

階
的
に
支
援
し
ま
す
。

○
今
年
度
も
「
白
鷹
町
産
業
フ
ェ
ア
」
を
開

催
し
、「
白
鷹
」
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
商
品
づ

く
り
や
情
報
発
信
に
取
り
組
み
ま
す
。 

◆
定
住
条
件
の
充
実

○
主
要
地
方
道
長
井
白
鷹
線
新
荒
砥
橋
建
設

●総務費　　　    ８億１１９万円
(町民一人あたり　5万3,101円　前年度比▲0．7％）

デマンド型交通運行事業　　　　  １，４４０万円

フラワー長井線対策費　　　　　  １，２８７万円

総合計画策定事業　　　　　　　　　　１５万円

荒砥高等学校活性化事業　　　　　    ５５０万円

町誕生60周年記念事業　　　　　　　５８７万円

コミュニティセンター構想推進事業　４３８万円

白鷹人育成事業　　　　　　　　　　４１３万円

エネルギープロジェクト事業　　　　１１０万円

防犯灯整備事業（ＬＥＤ化）　　　　　２２１万円

コンビニ収納・郵便局収納準備事業　  ５３９万円

●民生費　   １９億７, ００９万円
(町民一人あたり　13万573円　前年度比＋6．2％）

臨時福祉給付金給付事業　　　　  ４, ４８８万円

障害者自立支援給付事業　　  ２億６, ４８４万円

しらたか元気っ子事業　　　　  　２, ０５１万円

防災拠点再生可能エネルギー導入事業   ３, ５４０万円

婚活サポート事業　　　　　　　　　　２５万円

子育て世帯臨時給付金給付事業　  １, ６５６万円

第３子以降の保育料無料化事業　  １, ７２０万円

民間保育所支援事業　　　　　　  ２, ２５７万円

保育園給食放射性物質検査事業　　　１２８万円

地域子育て支援拠点事業　　　　  １, ０００万円

放課後児童健全育成事業　　　　  １, ３４６万円

●衛生費　　　４億８, ５５３万円
 （町民一人あたり　3万2,180円　前年度比▲9．0％）

人間ドック事業　　　　　　　　  １, ８４６万円

骨粗しょう症検診事業　　　　　　　　２６万円

腎機能検査実施事業　　　　　　　　　２４万円

ニコニコマタニティライフ応援事業　３６０万円

特定不妊治療費助成事業　　　　　　１６５万円

未熟児養育医療給付事業　　　　　　１５０万円

風しん予防接種事業　　　　　　　　１１９万円

再生可能エネルギー推進事業　　　　１２０万円

を
促
進
し
早
期
完
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

○
町
道
荒
砥
浅
立
線
の
消
雪
用
井
戸
の
整
備

や
、
浅
立
沼
田
岩
崎
線
の
改
良
整
備
、
谷
町

八
ヶ
森
線
の
歩
道
整
備
工
事
を
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
老
朽
化
し
た
舗
装
の
補

修
や
側
溝
整
備
等
を
行
い
交
通
の
安
全
確
保

に
努
め
ま
す
。

○
住
宅
施
策
と
し
て
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化

な
ど
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る
支
援
や
「
す

ま
い
る
!
四
季
の
郷
」
定
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

○
県
事
業
の
大
林
寺
、
高
岡
地
区
の
急
傾
斜

地
崩
壊
対
策
事
業
及
び
昨
年
７
月
の
豪
雨
に

よ
り
法
面
崩
落
被
害
を
受
け
た
田
辺
、
箕
和

田
、
鮎
貝
地
区
及
び
滝
野
地
区
の
復
旧
を
図

る
た
め
、
急
傾
斜
砂
防
自
然
災
害
防
止
事
業

を
推
進
し
ま
す
。

○
下
水
道
事
業
で
は
、
白
鷹
浄
化
管
理
セ
ン

タ
ー
の
適
切
な
維
持
管
理
及
び
水
洗
化
の
向

上
に
努
め
、
終
末
処
理
場
の
改
築
更
新
工
事

を
実
施
し
ま
す
。
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○
農
業
集
落
排
水
事
業
で
は
、
町
設
置
管
理

型
の
合
併
浄
化
槽
整
備
と
生
活
排
水
処
理
対

策
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

○
上
水
道
事
業
で
は
、
安
全
か
つ
低
廉れ

ん

な
水

を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
、
配
水
管
整
備

事
業
等
を
計
画
的
に
行
い
、
公
営
企
業
の
健

全
経
営
に
努
め
ま
す
。

◆
地
域
公
共
交
通
の
確
保

○
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
と
住
民
混
乗

型
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
継
続
し
て
運
行
す
る
と

と
も
に
、
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
の
利
用
拡
大
の

取
り
組
み
や
経
営
改
善
に
向
け
た
支
援
を
継

続
し
ま
す
。

◆
環
境
の
保
全

○
第
２
次
白
鷹
町
環
境
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

環
境
保
全
、
環
境
美
化
、
環
境
教
育
活
動
な

ど
に
携
わ
る
団
体
や
事
業
者
と
情
報
交
換
を

行
い
、
持
続
可
能
な
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

３
．
地
域

◆
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築

○
こ
れ
ま
で
の
、
生
涯
学
習
中
心
の
公
民
館

か
ら
、
新
た
な
地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
に
む
け
た
取
り

組
み
を
引
き
続
き
推
進
し
、
平
成
27
年
度
か

ら
の
移
行
を
め
ざ
し
ま
す
。

◆
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実

○
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
生
き
が
い
の
あ
る
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
緊
急
時
に
速

や
か
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
単
身
高
齢
者

訪
問
事
業
を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。

○
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
が
い
を

持
つ
方
の
生
活
支
援
や
環
境
の
整
備
に
取
り

組
み
ま
す
。
特
に
、
知
的
障
が
い
を
持
つ
方

が
利
用
す
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備
は
早

期
の
具
現
化
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

○
健
康
づ
く
り
事
業
で
は
、
特
定
健
診
に
お

い
て
腎
機
能
検
査
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、

女
性
の
健
康
管
理
の
推
進
の
た
め
新
た
に
骨

粗
し
ょ
う
症
検
診
へ
助
成
を
行
い
ま
す
。
各

地
区
で
健
診
結
果
の
説
明
会
を
行
い
、
健
康

づ
く
り
に
対
す
る
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

○
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
な
ど
母
子
保
健
事
業
や
未

熟
児
養
育
医
療
給
付
事
業
を
引
き
続
き
実
施

し
、
健
全
な
子
ど
も
の
育
成
と
子
育
て
支
援

に
対
応
し
ま
す
。

○
町
立
病
院
に
つ
い
て
は
、
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
も
含
め
、
診
察
等
の
業
務
は
も
と

よ
り
、
経
年
劣
化
し
た
医
療
機
器
の
更
新
や

患
者
用
ベ
ッ
ド
の
更
新
な
ど
入
院
環
境
の
整

備
を
行
い
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め

ま
す
。
他
の
病
院
等
と
医
療
連
携
を
図
り
、

「
地
域
住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
病
院
」
を
基

本
理
念
と
し
て
、
地
域
医
療
の
中
核
を
担
い

ま
す
。

○
病
院
経
営
は
全
国
的
に
厳
し
い
状
況
に
あ

●農林水産業費  ４億２, ９５５万円

（町民一人あたり　2万8,470円　前年度比＋1．5％）

農と食による地域の魅力創造事業　　　７５万円

戦略的園芸産地拡大支援事業　　　　２００万円　

放射能自主検査事業　　　　　　　　　２８万円

経営体育成支援事業　　　　　　  １, ８００万円

川戸・金剛地区ため池整備事業　　　８１６万円

農村災害対策整備事業

（鮎貝排水機場改修整備）　　　　 １, １２０万円

萩野地区農地環境整備事業　　   　１, ５８９万円

水頭地区ため池整備事業　　　   　１, ０４０万円

農業用河川工作物応急対策事業

（諏訪堰頭首工整備）　　　　　   　４８４万円

浅立地区経営体育成基盤整備事業　　１９０万円

人・農地プラン作成事業　　　　　　１４７万円

新規就農総合支援事業　　　　　  １, ５０６万円

森林再生事業　　　　　　　　　　　　２２万円

●商工費　　   ２億６, ６９９万円
（町民一人あたり　1万7,695円　前年度比＋5．5％）

専門家派遣支援事業　　　　　　　　１００万円

観光４シーズン化推進事業　　　　　６８０万円

ふるさと森林公園整備事業　　  　６, ２８５万円

観光交流計画策定事業　　　　　　　１３５万円

紅花の里づくり推進事業　　　　　　２００万円

デスティネーションキャンペーン対策事業　２１４万円

商業活性化促進事業　　　　　　　　３００万円

建築需要促進事業　　　　　　　　　５００万円

農工商観連携推進事業　　　　　　　４９６万円

６次産業化支援事業　　　　　　　　２０１万円

白鷹サテライトオフィス設置事業　　４２４万円

●土木費　　   ７億４, １９６万円
（町民一人あたり　4万9,175円　前年度比＋1．8％）

安全対策事業（町道・橋梁）　　　 １, ８００万円

道路改良事業　　　　　　　　１億　２４０万円

「すまいる！四季の郷」定住促進プロジェクト　３６０万円

住宅耐震化促進事業　　　　　　  １, ３５７万円

住宅総合計画策定事業　　　　　　　２５８万円

り
ま
す
が
、
今
後
と
も
医
師
を
は
じ
め
と
し

た
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も

に
、
病
院
運
営
の
効
率
化
を
図
り
、
経
営
の

健
全
化
に
努
め
ま
す
。

◆
安
心
・
安
全
の
確
保

○
全
自
動
積
載
車
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
更

新
な
ど
消
防
施
設
の
整
備
を
行
い
、
緊
急
・

災
害
時
の
資
機
材
に
つ
い
て
も
備
蓄
し
非
常

時
に
備
え
ま
す
。
ま
た
、
消
防
団
の
装
備
の

充
実
し
、
配
備
し
た
緊
急
連
絡
用
機
材
を
利

用
し
、
地
域
防
災
力
を
強
化
し
ま
す
。

○
交
通
安
全
施
設
の
整
備
を
行
い
、
交
通
安

全
教
室
の
開
催
、
街
頭
啓
発
活
動
の
実
施
な

ど
、
事
故
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
い

ま
す
。

○
白
鷹
町
防
犯
協
会
と
事
業
所
が
連
携
し
な

が
ら
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
展
開
し
、
関

係
機
関
合
同
で
の
通
学
路
点
検
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防

犯
灯
の
設
置
な
ど
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。
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◆
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策

○
白
鷹
町
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
に
基
づ
き
、
個

人
住
宅
の
太
陽
光
発
電
設
備
の
普
及
推
進
の

た
め
、
設
置
費
の
一
部
補
助
と
、
深
山
地
区

で
の
小
水
力
発
電
実
証
実
験
を
継
続
し
ま
す
。

ま
た
、
県
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入

促
進
基
金
を
活
用
し
、
災
害
対
策
も
兼
ね
た

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
の
太
陽
光
発
電
と
蓄

電
設
備
の
導
入
を
行
い
ま
す
。

４
．
人
づ
く
り

○
次
代
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
白
鷹
人
育

成
事
業
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
リ

ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
学
習
会
や
研
修
を
実
施

し
ま
す
。

○
荒
砥
高
校
で
は
、
平
成
25
年
度
入
学
生
か

ら
総
合
学
科
に
改
編
、
長
井
工
業
高
校
と
の

キ
ャ
ン
パ
ス
制
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
引
き

続
き
、
入
学
者
の
確
保
や
地
域
と
の
交
流
、

介
護
職
員
初
任
者
資
格
取
得
、
学
習
支
援
員

の
配
置
な
ど
の
支
援
を
行
い
、
総
合
学
科
の

特
色
を
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら
ど
の
よ
う

に
支
援
で
き
る
か
を
検
証
し
ま
す
。

○
白
鷹
高
等
専
修
学
校
の
情
報
教
育
推
進
の

取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

○
地
区
公
民
館
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

化
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
の
生
涯
学
習
活
動
を

総
括
し
、
今
後
の
生
涯
学
習
の
あ
り
方
を
検

討
し
ま
す
。

○
「
白
鷹
学
講
座
」
の
継
続
を
柱
に
、
子
ど

も
た
ち
の
社
会
力
の
育
成
や
地
域
の
教
育
力

の
向
上
を
め
ざ
す
た
め
、
放
課
後
子
ど
も
教

室
や
、
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
を
は
じ
め
、

小
中
学
生
交
流
事
業
、
成
績
優
秀
者
激
励
金

交
付
事
業
、
幼
児
共と

も

育い
く

事
業
な
ど
に
引
き
続

き
取
り
組
み
ま
す
。

○
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
を

は
じ
め
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
育
成
や
活

動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
町
誕
生
60
周
年

を
記
念
し
て
の
地
区
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
や

若
鮎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
な
ど
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ

大
会
の
開
催
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
文
化
財
の
保
護
・
伝
承
活
動
に
つ
い
て
は
、

所
有
者
・
保
存
会
・
地
域
と
連
携
し
計
画
的

に
推
進
す
る
と
と
も
に
、「
白
鷹
町
史
・
現
代

編
」
と
し
て
町
史
編
さ
ん
事
業
を
進
め
ま
す
。

○
町
芸
術
文
化
協
会
と
の
連
携
に
よ
る
芸
術

祭
の
開
催
を
は
じ
め
、
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

あ
ゆ
ー
む
の
事
業
と
調
整
を
図
り
文
化
・
交

流
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

○
図
書
館
で
は
、
蔵
書
の
充
実
や
長
時
間
開

館
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
て
実
施
し
、
図
書
館

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

○
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
最
上
川
を
核

と
し
た
「
ジ
オ
パ
ー
ク
」
の
可
能
性
に
つ
い

て
、
先
進
事
例
の
取
り
組
み
を
参
考
に
し
な

が
ら
検
討
を
進
め
ま
す
。

５
．
行
財
政
改
革
の
推
進

　

第
４
次
白
鷹
町
行
財
政
改
革
大
綱
に
基
づ

き
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進
に
よ
る

●消防費　    ３億２, ６５３万円
（町民一人あたり　2万1,642円　前年度比▲19．3％）

消防ポンプ自動車購入事業　　  １, ３０９万円

防火水槽新設事業　　　　　　  １, ８７０万円

非常時通信機能確保事業　　　　　　７８万円

災害に強い地域づくり支援事業　　２２０万円

緊急災害時食料等備蓄事業　　　　　１５万円

●教育費    １３億９, ８０９万円
（町民一人あたり　9万2,662円　前年度比＋28．4％）

学校生活支援員設置事業　　　  １, ８８７万円

発達障がい理解推進拠点事業　　　１５１万円

スクールバス導入事業　　　　  ８, ８７１万円

統合中学校整備事業　　　  ４億１, ０４４万円

放課後子どもプラン推進事業　　　１３３万円

学校支援地域本部事業　　　　　　１０７万円

小中学生交流事業　　　　　　　　　６５万円

白鷹町史編さん事業　　　　  　１, ０８２万円

総合型スポーツクラブ支援事業　　５５０万円

（仮称）町民武道館等整備事業   ２ 億４, ２２６万円　

調理場施設整備事業　　　　  　２, ０２４万円

●公債費　    ８億９, ４３２万円
（町民一人あたり　5万9,274円　前年度比▲5．7％）

●その他　    ２億９, ５７５万円
（町民一人あたり　1万9,602円　前年度比＋92．2％）

議会費　　　　　　　　　　１億　１０７万円

労働費　　　　　　　　　　　  ２, ７０４万円

災害復旧費

（豪雨災害復旧対応等）　　１億５, ６９４万円

諸支出金　　　　　　　　　　　　　７０万円

予備費　　　　　　　　　  　　１, ０００万円

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

主
要
施
策
に
対
応
す
る
組
織
体
制
の
強
化
、

人
材
育
成
基
本
方
針
に
基
づ
く
職
員
研
修
等

を
充
実
し
、
直
面
す
る
課
題
に
対
し
て
積
極

的
に
対
応
す
る
た
め
の
組
織
づ
く
り
、
人
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

　

な
お
、
推
進
期
間
の
最
終
年
度
と
な
る
現

大
綱
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
課

題
を
総
括
し
、
地
域
活
力
の
再
生
と
民
間
力

活
用
を
柱
に
、
信
頼
さ
れ
る
行
政
を
め
ざ
し

て
第
５
次
大
綱
の
策
定
を
進
め
ま
す
。
そ
し

て
、
震
災
以
降
課
題
と
な
っ
て
い
る
庁
舎
等

再
編
整
備
計
画
に
つ
い
て
も
、
総
合
計
画
の

中
で
具
現
化
に
向
け
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
課
題
で
あ
っ
た
町
税

等
納
付
窓
口
空
白
地
域
の
解
消
を
は
じ
め
と

し
て
、
納
付
利
便
性
の
向
上
、
収
納
率
や
期

限
内
納
付
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、
平
成
27

年
度
か
ら
の
郵
便
局
収
納
や
コ
ン
ビ
ニ
収
納

の
実
施
に
向
け
、
準
備
作
業
を
行
い
ま
す
。
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課　名 係　名 業　務　概　要 電話番号

本
庁
舎
１
階

町　民　課

戸籍年金係 戸籍の届け、住民票、印鑑登録、諸証明、国民年金に関すること 85-6129
国保医療係 国民健康保険、後期高齢者医療、福祉医療の医療費・医療証、し

らたか元気っ子事業の医療費に関すること 85-6130

くらし環境係 ごみのこと、環境、公害、斎場、犬の登録、生活相談、交通安全、
防犯に関すること【町民生活相談センター】 85-6131

税務出納課

町民税係 町税や国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料、軽
自動車（白鷹ナンバー）の登録・廃止に関すること 85-6132

資産税係 固定資産税、固定資産課税台帳・公図の整備保管に関すること 85-6133
収納係 各種税及び保険料などの収納管理や滞納処分などに関すること 85-6106
出納係 町公金の支払い、受け取りに関すること 85-6134

２
階

総　務　課

総務係 区長町内長届け、文書配布、情報公開・個人情報保護、人事に関
すること 85-6120

財政係 財政計画や予算の編成、管理に関すること 85-6124
防災管財係 消防、防災、財産の取得・管理に関すること 85-6122

企画調整係 フラワー長井線、デマンド交通、ふるさと応援制度、町政運営の
総合企画調整に関すること 85-6123

まちづくり推進係 まちづくり助成事業、白鷹人育成事業、地区公民館、コミュニテ
ィーセンター、地域づくりに関すること 85-6123

情報係 広報広聴、地域情報、各種統計に関すること 85-6121
選挙管理委員会事務局 選挙の管理や選挙啓発活動の推進に関すること 85-6124

産業振興課

農業振興係 農政の総合計画と農業振興対策に関すること
白鷹町農業再生協議会（地域農業活性化センター）に関すること 85-6107

農村整備係 土地改良区の指導や農村総合整備事業、林業振興に関すること 85-6125
商工振興係 商工業の振興、関係団体の支援、労働、雇用対策に関すること 85-6136
観光交流係 観光物産の振興、グリーン・ツーリズム、交流の促進に関すること 85-6126

農業委員会
事務局 農地調整係 農地法による許可申請や農業者年金、農業委員会の会議などに関

すること 85-6128

３
階議会事務局議事係 議会の本会議の議事や委員会に関すること 85-6135

分
庁
舎
建設水道課

管理係 工事入札及び契約、町営住宅の管理、住宅支援に関すること 85-6140
用地係 道路用地等の買収補償、地籍調査に関すること 85-6139
土木係 道路、河川などの工事、調査、測量、設計、維持管理に関するこ

と 85-6142
都市計画係 都市計画や都市公園の維持管理に関すること 85-6142
水道係 水道事業や料金の納付、水道開閉栓等に関すること 85-6137
水道工務係 浄水場管理や取水、浄水、配水等に関すること 85-6137
下水道係 下水道事業や農業集落排水事業、合併処理浄化槽に関すること 85-6138
下水道工務係 下水道事業や農業集落排水事業、合併処理浄化槽の計画及び設計

工事に関すること 85-6138

中
央
公
民
館

教育委員会

学校教育係 学校教育、学校施設管理、教育相談等に関すること 85-6144
生涯学習・文化振興係 生涯教育の推進や公民館、その他社会教育機関に関すること 85-6146
生涯スポーツ係 生涯スポーツの推進、スポーツ施設管理に関すること 85-6147
中央公民館庶務係 中央公民館に関すること 85-6143
学校給食共同調理場 学校給食の調理などの業務に関すること 85-3136

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

健康福祉課

福祉係 高齢者福祉や障がい者福祉、民生・児童委員に関すること 86-0111
子育て支援係 子育て支援、児童手当、保育園管理運営、婚活支援に関すること 86-0212
介護保険係 介護保険に関すること 86-0213
地域包括支援センター係 介護に関する相談、高齢者の保健福祉に関すること 86-0112
健康推進係 母子保健、各種検診、予防接種、健康づくりに関すること 86-0210

病
院
町立病院 入院・外来・救急・人間ドック・レディース健診・予防接種など 85-2155
訪問看護ステーション 訪問看護、ケアプラン作成など 86-0123

各課・係の業務の概要などを掲載しました。お問い合わせや役場などを訪れる際の参考にしてください。

    

企  

画  

室
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小形　峰樹
建設水道課
水道工務係

　

山口　顕
税務出納課
資産税係

齋藤　彩香
町民課
戸籍年金係

菅　雅仁
建設水道課
下水道工務係

結城　恵
健康福祉課

地域包括支援センター係保健師

宍戸　茉耶
健康福祉課

健康推進係保健師

　

こ
の
た
び
、
任
期
満
了
に
よ
り

副
町
長
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
就
任
以
来
4

年
間
、
公
私
に
わ
た
り
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

　

顧
み
ま
す
と
、
多
く
の
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
が
、
町
政
は
佐
藤
町

長
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
災
害
を

は
じ
め
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え

一
歩
一
歩
進
ん
で
き
ま
し
た
。
私

も
そ
の
一
助
と
な
り
得
た
な
ら
ば

幸
い
で
す
。

　

町
政
施
行
60
周
年
を
迎
え
る
今
、

町
民
の
皆
様
と
地
域
と
町
が
共
に

歩
む
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
に
よ
り
、

こ
れ
か
ら
の
未
来
が
開
け
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
ご

多
幸
と
町
政
の
発
展
を
ご
祈
念
い

た
し
ま
す
。

野
村
一
芳
氏
が

　

副
町
長
を
退
任
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
22
年
４
月
よ
り
４
年
間
副

町
長
を
務
め
ら
れ
た
野
村
一
芳
氏

が
３
月
31
日
を
も
っ
て
退
任
さ
れ

ま
し
た
。

地
区
公
民
館
職
員
で
す

地
域
の
み
な
さ
ん

　
　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

蚕
桑
地
区
公
民
館

館　
　

長　

金
子
孝
吉（
山
口) 

館
長
代
理　

丸
川
美
紀（
横
田
尻
）

主　
　

事　

鈴
木　

彩（
横
田
尻
）

鮎
貝
地
区
公
民
館　

館　
　

長　

梅
津
一
郎（
鮎
貝
） 

館
長
代
理　

佐
藤
良
一（
箕
和
田
）

主　
　

事　

小
林
香
菜（
鮎
貝
）

荒
砥
地
区
公
民
館

館　
　

長　

中
村　

元（
荒
砥
）

館
長
代
理　

蒲
生
成
子（
荒
砥
）

主　
　

事　

竹
田
伊
智
子（
中
山
）

十
王
地
区
公
民
館

館　
　

長　

海
老
名
慎
一
郎（
十
王
）

館
長
代
理　

髙
木
典
幸（
山
口
）

主　
　

事　

青
木
満
里
子（
荒
砥
）

鷹
山
地
区
公
民
館

館　
　

長　

安
部
俊
宏（
萩
野
）

館
長
代
理　

紺
野
眞
一（
萩
野
）

主　
　

事　

竹
田
美
佐
子（
荒
砥
）

東
根
地
区
公
民
館

館　
　

長　

齋
藤
和
男（
畔
藤
）

館
長
代
理　

衣
袋
祐
子（
荒
砥
）

主　
　

事　

横
澤
紗
由（
横
田
尻
）



10　

町　

長　
　

佐　

藤　

誠　

七

副
町
長　
　

横　

澤　
　

浩

教
育
長　
　

岡　

田　
　

勉

総　

務　

課　
　

課
長　

松
野　

芳
郎

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

長
岡　

聡

（
総
務
係
）　
　

◎
長
岡　

聡（
兼
）○
髙
橋
朋
代

　
　
　
　
　
　
　

○
菅
原
綾
子　

小
口
将
太（
併
）大
滝
さ
お
り

（
財
政
係
）　
　

◎
小
林　

裕
○
鈴
木
秀
昭　

竹
田
智
洋

（
防
災
管
財
係
）
◎
小
関
新
治
○
今
野
友
博

　
　
　
　
　
　
　

○
大
滝
康
博（
兼
）

企　

画　

室　
　

室
長　

田
宮　

修

（
企
画
調
整
係
）
◎
片
山
正
弘
○
深
瀬
洋
子

  （
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
）   

◎
加
藤
和
芳　

村
上
博
之　

後
藤
尚
道

（
情
報
係
）　
　

◎
黒
澤
和
幸
○
橋
本
こ
ず
え
○
須
田　

瞳

総
務
課
付　
　
　

◎
鈴
木
智
子
◎
佐
藤
敦
子（
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
）

　
　
　
　
　
　
　
　

小
谷
部
哲（
県
６
次
産
業
推
進
課
派
遣
）

　
税
務
出
納
課　
　

会
計
管
理
者（
兼
）課
長　

菅
原
良
教

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

飯
澤
達
男（
税
務
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

庄
司
義
徳（
収
納
・
出
納
担
当
）

（
町
民
税
係
）　

◎
飯
澤
達
男（
兼
）○
菅
間
伸
子

　
　
　
　
　
　
　

○
後
藤
由
香
○
黒
澤
淳
子　

大
塚
広
子

　
　
　
　
　
　
　
　

布
川
和
浩

（
資
産
税
係
）　

◎
大
滝
敏
広
○
菅
原
保
文　

山
口　

顕

（
収
納
係
）　　

◎
庄
司
義
徳（
兼
）安
達
桂
子

（
出
納
係
）　
　

◎
佐
藤
順
智
○
高
田
咲
子

町　

民　

課　
　

課
長　

菅
原　

護

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

本
木　

修

（
戸
籍
年
金
係
）
◎
衣
袋
則
子
○
田
代
裕
美
○
鎌
倉
裕
美

　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
真
弓　

齋
藤
彩
香

（
国
保
医
療
係
）
◎
菊
地
る
り
○
佐
藤
圭
子
○
鑪　

典
子

　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
詩
乃

（
く
ら
し
環
境
係
）◎
本
木　

修（
兼
）　

鈴
木
久
美　

広
川
悠
太

町
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー　

セ
ン
タ
ー
長　

菅
原　

護（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
次
長　

本
木　

修（
兼
）

健
康
福
祉
課　
　

課
長　

齋
藤
春
美

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

髙
橋
浩
之（
福
祉
・
子
育
て
支
援
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

鈴
木
秀
一（
介
護
支
援
・
健
康
推
進
担
当
）

（
福
祉
係
）　
　

◎
橋
本
達
也
○
永
沢
照
美
○
大
瀧
陽
子

（
子
育
て
支
援
係
）
◎
髙
橋
浩
之（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

◎
布
施
と
も
子（
兼
指
導
保
育
士
）

　
　
　
　
　
　
　

◎
金
田
範
子（
保
育
主
査
）　

手
塚
雄
一
朗

（
介
護
保
険
係
）
◎
高
橋
眞
澄
○
遠
藤
由
可
理

（
健
康
推
進
係
）
◎
鈴
木
秀
一（
兼
）◎
橋
本
彰
子

　
　
　
　
　
　
　

○
木
口
祐
里
○
棚
村　

薫　

大
木
陽
子　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

結
城　

恵

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
）
◎
鈴
木
由
紀
子
○
海
老
名
ま
ゆ
み

　
　
　
　
　
　
　

○
菅
原
美
樹
○
村
上
る
み
子　

宍
戸
茉
耶　

　
　
　
　
　
　
　

◎
橋
本
彰
子（
兼
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　

○
棚
村　

薫（
兼
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　

○
永
沢
照
美（
兼
）・
大
木
陽
子（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　
　

結
城　

恵（
兼
）

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー　
　

所
長　

高
橋
一
二
三（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

次
長　

齋
藤
春
美（
兼
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

セ
ン
タ
ー
長　

齋
藤
春
美（
兼
）

ひ
が
し
ね
保
育
園　

園
長　

布
施
と
も
子
◎
今　

房
子

　
　
　
　
　
　
　
　

◎
川
井
と
も
◎
今
野
悦
子

　
　
　
　
　
　
　
　

○
橋
本
三
千
子
○
髙
橋
和
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

紺
野
久
美
子

産
業
振
興
課　
　

課
長　

齋
藤
重
雄

　
　
　
　
　
　
　

農
林
主
幹　

菅
間
直
浩

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

大
木
健
一（
農
林
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

吉
村
秀
昭 （
商
工
観
光
担
当
）

（
農
業
振
興
係
）
◎
大
木
健
一（
兼
）○
田
中
由
美
子

　
　
　
　
　
　
　

○
大
瀧
勇
祐　

小
川
直
也

（
農
村
整
備
係
）
◎
松
下
貴
洋（
兼
検
査
員
） 

○
小
形　

守　

　
　
　
　
　
　
　
　

金
子
秀
人
○
大
滝
康
博（
兼
）

（
商
工
振
興
係
）
◎
吉
村
秀
昭（
兼
）　

新
野
健
太
郎

（
観
光
交
流
係
）
◎
芳
賀
敦
子
○
髙
橋
真
弘　

小
関　

見

　
建
設
水
道
課　
　

課
長（
兼
）統
括
検
査
員　

今
野
秀
一

　
　
　
　
　
　
　

水
道
主
幹　

松
野
芳
郎（
併
）

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

佐
藤
雅
志（
建
設
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

元
木
康
仁（
上
下
水
道
担
当
）

（
管
理
係
）　　

◎
橋
本
秀
和　

佐
藤
美
咲

（
用
地
係
）　　

◎
関　

宏
道　

荒
生
隼
一（
兼
）

（
土
木
係
）　　

◎
矢
嶋
寿
彦（
兼
検
査
員
）○
丹
野
和
彦

　
　
　
　
　
　
　

○
小
関
源
四
郎　

荒
生
隼
一

　
　
　
　
　
　
　

○
大
滝
康
博

（
都
市
計
画
係
）
◎
佐
藤
雅
志（
兼
）○
丹
野
和
彦（
兼
）

（
水
道
係
）　　

◎
長
澤
三
千
夫

（
水
道
工
務
係
）
◎
小
口
豊
仁　

小
形
峰
樹

（
下
水
道
係
）　

◎
村
上
利
晴　

齋
藤
由
加
里

（
下
水
道
工
務
係
）
◎
元
木
康
仁（
兼
）　

菅　

雅
仁

議
会
事
務
局　
　

事
務
局
長　

樋
口　

浩

（
議
事
係
）　　

  

◎
平
井
正
秋（
併
）○
大
滝
真
実

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

書
記
長　

松
野
芳
郎（
併
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

書
記
長
補
佐　

長
岡　

聡（
併
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
髙
橋
朋
代（
併
）○
今
野
友
博（
併
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
菅
原
綾
子（
併
）　

小
口
将
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
滝
さ
お
り（
併
）

監
査
委
員
事
務
局　

※
◎
は
係
長
・
主
査
、○
は
主
任
、
太
字
は
異
動
者
、（
兼
）は
兼
務
、（
併
）は
併
任
、  　

は
新
規
採
用
職
員　

（４月１日付全職員）

新

新

新

新

新

新

新
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退　
　

職　
　

平
成
26
年
３
月
31
日
付

　

総

務

課

長　
　

横　

澤　
　
　

浩

　

建

設

水

道

課

長　
　

菅　

原　

昇　

一

　

議

会

事

務

局

長　
　

鈴　

木　

美　

弘

　

税
務
出
納
課
収
納
係
長　
　

伊　

藤　
　
　

隆

　

健
康
福
祉
課
健
康
推
進
係
長　
　

飯　

澤　

と　

よ

　

産
業
振
興
課
農
村
整
備
係
長　
　

熊　

谷　

裕　

治

　

健
康
福
祉
課
指
導
保
育
士　
　

守　

谷　

美
年
子

　

総
務
課
付
保
育
主
査　
　

長
谷
部　

千　

晶

　

総
務
課
付
保
育
主
査　
　

市　

川　

昭　

美

　

学
校
給
食
共
同
調
理
場
主
任
調
理
師       

小　

林　

敏　

子

　

町
立
病
院
技
術
主
幹　
　

松　

尾　

信　

一

　

町
立
病
院
主
任
看
護
師　
　

梅　

津　

洋　

子

　

町

立

病

院

看

護

師　
　

北　

原　

広　

美

　

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
師
長　
　

石　

川　

真
知
子

監
査
委
員
事
務
局　

事
務
局
長　

樋
口　

浩（
併
）

　
　
　
　
　
　
　
　

◎
平
井
正
秋
○
大
滝
真
実（
併
）

農
業
委
員
会
事
務
局　

事
務
局
長　

齋
藤
重
雄
（
併
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
務
局
長
補
佐　

鈴
木
克
仁

（
農
地
調
整
係
）　　

  

◎
鈴
木
克
仁（
兼
）○
竹
田
雅
紀
子

教
育
委
員
会　
　

教
育
次
長　

湯
澤
政
利

　
　
　
　
　
　
　

教
育
次
長　

松
野
芳
郎（
地
区
公
民
館
担
当
）（
併
）

　
　
　
　
　
　
　

次
長
補
佐　

菊
地　

智（
学
校
教
育
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　

次
長
補
佐　

芳
賀
和
則（
生
涯
学
習
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

次
長
補
佐　

田
宮　

修（
地
区
公
民
館
担
当
）（
併
）

　
　
　
　
　
　
　

指
導
主
事　

海
老
名
智
樹

（
学
校
教
育
係
）
◎
齋
藤
久
美
子　

海
老
名
智
樹

　
　
　
　
　
　
　

○
梅
津
友
宏　

中
川
拓
也

　

西
中
学
校　
　
　

川
村
宗
一

（
生
涯
学
習
・
文
化
振
興
係
）
◎
川
部
茂
樹
○
竹
田
美
紀

　
　
　
　
　
　
　

◎
加
藤
和
芳（
地
区
公
民
館
担
当
）（
併
）

　
　
　
　
　
　
　
　

村
上
博
之（
併
）後
藤
尚
道（
併
）

（
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係
）◎
高
田　

博
○
青
木
ひ
ろ
み

就
業
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
所
長　

湯
澤
政
利（
兼
）◎
高
田　

博（
兼
）

中
央
公
民
館　
　

館
長　

湯
澤
政
利（
兼
）

（
庶
務
係
）　　

◎
川
部
茂
樹（
兼
）○
竹
田
美
紀（
兼
）

（
図
書
館
管
理
係
）
◎
川
部
茂
樹（
兼
）○
竹
田
美
紀（
兼
）

学
校
給
食
共
同
調
理
場　

所
長　

湯
澤
政
利（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
長
補
佐　

菊
地　

智（
兼
）

（
業
務
係
）　
　

◎
舩
山
一
浩　

青
木
俊
雄

（
調
理
係
）　　

◎
舩
山
一
浩（
兼
）○
原
田
信
子

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
直
子　

板
垣
未
夏

　
　
　
　
　
　
　
　

関　

紀
子　

川
田
陽
子　

長
谷
川
清
美

　
　
　
　
　
　
　
　

矢
羽
木
学　

高
谷
剛
司

町
立
病
院

　
　
病
院
事
業
管
理
者　

高
橋
一
二
三

　
　
　
　
　
　
　

院　

長　

高
橋
一
二
三（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

副
院
長　

藤
島　

丈

　
　
　
　
　
　
　

副
院
長　

柴
田
裕
次

診　

療　

部

（
診
療
科
）　
　

内
科
医
長　

柴
田
裕
次（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

外
科
医
長　

木
村
真
五

　
　
　
　
　
　
　

内
科
医
師　

芦
澤
公　
（
嘱
託
）

（
在
宅
支
援
室
）
室
長　

高
橋
一
二
三（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

副
室
長　

藤
島　

丈（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

医
師　

木
村
真
五（
兼
）

医
療
技
術
部　
　

技
術
主
幹　

大
道
寺
妙

（
薬
剤
科
）　
　

薬
局
長　

海
老
名
純
子　

熊
谷
岳
仁

（
検
査
科
）　
　

室
長　

大
道
寺
妙（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

副
室
長　

長
岡
さ
と
み
○
加
藤
裕
之

（
診
療
放
射
線
科
）
室
長　

小
笠
原
強　

齋
藤
清
人

（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
）
金
田
雅
子　

小
平
英
恵

（
栄
養
科
）　
　

副
室
長　

大
貫
由
佳
子

看　

護　

部　
　

総
看
護
師
長　

長
岡
恵
美

（
外
来
係
）　
　

看
護
師
長　

金
子
陽
子

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
万
理
子　

中
野　

緑　

遠
藤
彩
子

　
　
　
　
　
　
　
　

竹
田
美
喜
子　

齋
藤
麻
唯　

布
施
咲
子

（
病
棟
係
）　
　

看
護
師
長　

樋
口
昌
子

　
　
　
　
　
　
　

○
児
玉
恵
美
○
伊
藤
加
代
子
○
五
十
嵐
美
香

　
　
　
　
　
　
　

○
副
田
恵
美　

伊
藤
信
子　

三
上
悦
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
部
理
恵　

海
谷
郁
子　

平
井
育
子

　
　
　
　
　
　
　
　

色
摩
純
子　

大
滝
佳
代
子　

伊
藤　

忍

　
　
　
　
　
　
　
　

平
田
美
帆　

佐
藤
朝
美　

安
彦
真
紀

　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

恵　

北
村　

瞳　
　

古
口
絵
理
子

　
　
　
　
　
　
　
　

小
川　

瞳　

梅
津
清
香　

奥
山
咲
子

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
純
平　

奥
山
夏
美

　
　
　
　
　
　
　
　

梅
津
孝
子　

左
右
田
加
代
子

事　

務　

局　
　

事
務
局
長　

中
村
裕
之

             

事
務
局
次
長　

渡
部
町
子

（
総
務
係
）　　

  

◎
渡
部
町
子（
兼
）○
五
十
嵐
麻
里
子

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　

　
　
　
　
　
　
　

○
菅
原
芳
子　

清
野
文
恵

◆
各
分
団
消
防
係

　

第
１
分
団　

小
口
将
太
／
第
２
分
団　

布
川
和
浩

　

第
３
分
団　

広
川
悠
太
／
第
４
分
団　

小
関　

見

　

第
５
分
団　

新
野
健
太
郎

◆
財
産
区
書
記

　

蚕
桑　

中
川
拓
也
／
十
王　

小
林
詩
乃　

　

滝
野　

安
達
桂
子
／
萩
野　

小
川
直
也　
　
　
　
　
　

　

中
山　

大
木
健
一
／
浅
立　

村
上
利
晴

　

畔
藤　

金
子
秀
人

◆
災
害
対
策
本
部
地
区
担
当
職
員

　

蚕
桑　

高
橋
眞
澄
／
佐
藤
美
咲

　

鮎
貝　

竹
田
雅
紀
子
／
齋
藤
由
加
里

　

荒
砥　

菅
間
伸
子
／
鈴
木
久
美

　

十
王　

五
十
嵐
麻
里
子
／
小
林
詩
乃

　

鷹
山　

齋
藤
久
美
子
／
大
滝
真
実

　

東
根　

田
中
由
美
子
／
田
代
裕
美

新

新新
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平成26年度白鷹町立病院診療体制をお知らせします

◆常勤医師
　　事業管理者兼院長　　高橋一二三
　　副 院 長　　藤島　　丈
　　副院長兼内科医長　　柴田　裕次
　　外 科 医 長　　木村　真五
　　内 科 医 師　　芦澤　公德　　　　　　　　

◆外来診察予定表
　受付時間：午前７時30分（機械受付、窓口は８時30分）から11時30分まで
　　　　　　ただし、皮膚科は午後診察で、午後３時30分まで受付です。 

月 火 水 木 金

内科診察 高橋一二三 柴田　裕次 西山　悟史
（山大医師）

高橋一二三 岩山　忠輝
（山大医師）

内科内視鏡等 柴田　裕次 牧野　直彦
（山大医師）

柴田　裕次 柴田　裕次

外科診察 浜崎　安純
（山大医師）

藤島 　   丈 大泉　弘幸
（山大医師）

藤島　    丈 木村　真五

整形外科診察
田中　賢 （隔週）
梁　秀蘭 （隔週）
（山大医師）

鶴田　大作
（山大医師）

婦人科診察 高橋　 俊文
（山大医師）

五十嵐秀樹
（山大医師）

第３週のみ
（山大医師）

皮膚科診察 川口 　雅一
（山大医師）

人間ドック・健診 芦澤　公德 芦澤　公德 芦澤　公德 芦澤　公德

　＊救急医療は休日なども含めて24時間行っています。
　＊医師は変更になることがあります。

◆禁煙外来
　　毎週木曜日午後５時から、禁煙のための診療を行っています。電話で予約してください。

　　　　　　　　　　■問い合わせ　白鷹町立病院　☎85－2155　FAX85－2274
　　　　　　　　　　　ホームページ　http://www.hospital.shirataka.yamagata.jp

伊藤 　忍
病棟看護師

北村 　瞳
病棟看護師

奥山　夏美
病棟看護師
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白鷹町成人式を開催します

　今年度の成人式を下記のとおり開催します。
対象の方には７月上旬に改めてご案内します。
郷土を離れている皆さんには、ご家族の方か
ら、早めに日程をお知らせください。

　　
◆い　つ　８月15日（金）午前10時～
◆どこで　産業センター

　　　　（パワーセンター白鷹）
◆対　象　平成５年４月２日生まれ～
　　　　　平成６年４月１日生まれまでの方
＊平成20年度東・西中学校卒業者と、平成
　26年６月１日現在白鷹町に住民登録され
　ている方には、詳細について往復はがきで
　ご案内します。

◆「成人祭」実行委員を募集します

　厳かな成人式の後は、久しぶりに再会する
友人や恩師との語らいの場として「成人祭」が
開催されます。「成人祭」は、成人者の皆さん
で構成する実行委員会が自ら企画運営を行い
ます。現在、実行委員を募集しています。思
い出に残る「成人祭」になるよう、ふるって
ご応募ください。
●実行委員応募締め切り　５月７日（水）
■申し込み・問い合わせ
　教育委員会生涯学習・文化振興係
　☎８５－６１４６

　

白
鷹
町
大
瀬
地
内
に
お
い
て
幅

１
０
０
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
１
５
０

メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
大
規
模
な
地
滑

り
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
地
滑

り
の
影
響
に
よ
り
、
路
面
の
隆
起
、

亀
裂
が
発
生
し
た
と
し
て
、
国
道

２
８
７
号
線
を
管
理
す
る
山
形
県

は
、
３
月
31
日
よ
り
大
瀬
地
内
の

全
長
７
２
０
メ
ー
ト
ル
を
全
面
通

行
止
め
と
し
ま
し
た
。　
　
　

　

地
す
べ
り
は
融
雪
と
３
月
26
日
、

30
日
の
降
雨
が
原
因
と
考
え
ら
れ
、

今
後
の
天
候
等
状
況
次
第
で
は
再

び
活
発
化
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

迂う

回
路
に
つ
い
て
（
４
ｔ
未
満
）

　

迂
回
路
と
し
て
、
主
要
地
方
道

長
井
大
江
線
高
岡
地
内
を
通
行
し

て
く
だ
さ
い
。
迂
回
路
は
幅
員
が

狭
く
、
片
側
交
互
通
行
箇
所
や
危

険
個
所
が
複
数
あ
り
、
交
通
量
も

多
い
こ
と
か
ら
、
事
故
に
は
注
意

し
て
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。
大
型

車
は
国
道
３
４
８
線
を
迂
回
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　

道
の
駅
白
鷹
ヤ
ナ
公
園
と　

　

あ
ゆ
茶
屋
は
通
常
通
り
の
営

　

業
で
す
。
４
月
27
日
〜
５
月

　

６
日
ま
で
は
「
ヤ
ナ
開
き
ま

　

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
の

　

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

大
瀬
地
内
で
地
滑
り
発
生

　
　

国
道
２
８
７
号
線
が
通
行
止
め
に

　

県
で
は
、
今
後
の
調
査
結
果
を

踏
ま
え
て
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
実

施
し
、
地
す
べ
り
の
深
さ
や
構
造

な
ど
を
把
握
し
た
う
え
で
復
旧
に

向
け
た
対
策
を
講
じ
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
が
、
復
旧
に
つ
い
て
の

目
途
は
立
た
ず
、
当
分
の
間
は
迂う

回
路
で
の
通
行
と
な
り
ま
す
。

　

現
場
付
近
の
国
道
２
８
７
号
線

は
１
日
あ
た
り
推
定
４
３
０
０
台

の
交
通
量
が
あ
り
、
生
活
道
路
は

も
と
よ
り
、
物
流
を
含
め
た
産
業

道
路
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い

る
た
め
、
町
に
対
す
る
影
響
は
大

き
い
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

右から、現地を視察する吉村知事、佐藤町長、
朝日町鈴木町長

吉
村
知
事
が
現
地
を
視
察

　

４
月
５
日
に
は
、
吉
村
知
事
が

現
地
を
視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。
白

鷹
町
、
朝
日
町
の
両
町
で
山
形
県

に
対
し
早
期
の
復
旧
を
要
望
し
ま

し
た
。
吉
村
知
事
は
「
交
通
量
の

多
い
基
幹
道
路
で
も
あ
り
、
ま
た
、

観
光
等
へ
の
影
響
に
つ
い
て
も
懸

念
さ
れ
る
の
で
、
し
っ
か
り
と
調

査
し
対
応
策
を
検
討
し
た
い
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。
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町
で
は
、
こ
れ
ま
で
各
地
区
に
地
区
公
民
館
を
置
き
、
地
区
住
民

が
主
体
と
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
生
涯
学
習
事
業
を
展
開

し
、
地
域
住
民
の
活
動
の
拠
点
と
し
て
長
く
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
町
と
地
域
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
き
く
変
化
し
、
こ
れ

ま
で
に
は
な
か
っ
た
課
題
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
町
で
は
現
在
の
地
区
公
民
館
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
平

成
27
年
４
月
か
ら
、
地
区
公
民
館
を
「
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
（
仮
称
）」（
以
下
「
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」）に
切
り
替

え
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

公
民
館
は
社
会
教
育
法
に
基
づ

く「
社
会
教
育
施
設
」で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
、
生
涯
学
習
事
業
を
通
し

た
人
づ
く
り
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
き
ま
し
た
。
地
区
公
民
館

は
平
成
17
年
度
よ
り
現
在
の
体
制

と
な
り
、
地
区
公
民
館
運
営
委
員

会
か
ら
の
企
画
立
案
に
基
づ
い
て

公
民
館
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
老
若
男

女
を
問
わ
ず
、
地
域
住
民
の
社
会

教
育
施
設
と
し
て
、
文
化
、
ス
ポ

ー
ツ
、
教
養
、
健
康
づ
く
り
な
ど
、

幅
広
く
生
涯
学
習
を
推
進
し
て
き

ま
し
た
。

　

地
区
公
民
館
が
各
地
区
の
拠
点

で
は
あ
る
も
の
の
、
町
と
地
域
の

状
況
は
こ
の
数
十
年
の
間
に
大
き

く
変
化
し
ま
し
た
。
最
も
大
き
な

変
化
は
人
口
の
減
少
で
す
。
平
成

７
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
本
町
の

人
口
は
１
万
７
７
０
６
人
、
平
成

22
年
の
国
勢
調
査
で
は
１
万
５
３

１
４
人
、
平
成
37
年
の
推
計
人
口

は
１
万
２
３
３
６
人
に
な
る
見
込

み
で
す
。（
国
立
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
調
べ
）

　

次
に
、
高
齢
化
が
進
行
し
、
平

成
22
年
国
勢
調
査
で
の
本
町
の
高

齢
化
率
は
31
・
２
％
、
平
成
37
年

に
は
39
・
９
％
に
な
る
と
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
進

み
単
身
世
帯
を
含
む
老
人
世
帯
が

増
加
す
る
中
で
、
各
組
織
の
担
い

手
不
足
、
空
き
家
の
増
加
、
農
地

の
荒
廃
、
災
害
へ
の
対
応
や
防
災

へ
の
体
制
づ
く
り
な
ど
の
課
題
が

生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
課
題
を
解
決
し
、
こ
れ

か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
地
域
住

民
が
自
ら
が
課
題
を
認
識
し
、
主

体
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
行
政
が

支
援
す
る
共
創
に
よ
る
地
域
再
生

と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
社
会

教
育
施
設
と
し
て
位
置
づ
け
て
き

た
各
地
区
公
民
館
を
地
域
主
体
で

管
理
運
営
し
、
住
民
自
治
の
中
核

と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
と
位

置
付
け
、
生
涯
学
習
・
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
は
も
ち
ろ
ん
、
住

民
の
豊
か
な
発
想
に
基
づ
く
地
域

づ
く
り
や
地
域
福
祉
の
活
動
、
さ

ら
に
は
地
域
資
源
を
利
活
用
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
展

開
も
可
能
な
拠
点
と
す
る
こ
と
が
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く

り
に
と
っ
て
必
要
で
あ
り
有
効
で

あ
る
と
考
え
る
も
の
で
す
。

18112 17,706
17,149

16,331
15,314

14,270
13,288

12,336
11,449

10,613
9,76720.7

24.6
27.6

29.9
31.2

34.2

37.7
39.9 40.8 40.7 41.4
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0
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4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

H2 H7 H12 H17 H22 H27 H32 H37 H42 H47 H52

推計

　○○地区公民館

　白鷹町公民館条例

　町（教育委員会）

　地区公民館　⇔　分館

　公民館長・館長代理・主事

　生涯学習・地域づくり　など

　○○地区コミュニティセンター

　白鷹町コミュニティセンター条例

　地区経営主体

　地区コミュニティセンター　⇔　分館

　コミュニティセンター職員

　区や各団体と連携した地域づくり　など

名　　称

設置根拠

管理運営

組織体系

組織体制

取り組み

（人）
（％）
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地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

主
な
機
能
と
役
割

①
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
と
し

て
地
域
住
民
の
活
動
拠
点
役
割
を

担
い
ま
す
。

②
地
域
で
行
う
活
動
・
交
流
や
情

報
の
共
有
の
場
と
し
て
の
機
能
を

発
揮
し
ま
す
。

③
地
域
住
民
が
主
体
と
な
る
地
域

づ
く
り
、社
会
教
育
・
生
涯
学
習

に
お
け
る
人
づ
く
り
を
担
い
ま
す
。

地
区
経
営
主
体
（
指
定
管
理
者
）

　

町
の
条
例
で
定
め
る
区
・
町
内

を
基
本
と
し
、旧
町
村
単
位
に
存

在
す
る
そ
の
他
の
団
体
（
自
主
防

災
組
織
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
子
ど
も

会
な
ど
）
を
含
ん
だ
地
区
全
体
を

対
象
と
す
る
地
区
経
営
主
体
を
立

ち
上
げ
て
、地
域
の
運
営
と
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
管
理

（
指
定
管
理
者
）を
行
う
こ
と
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

地
区
計
画
に
基
づ
く
地
区
経
営

　

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
取

り
組
み
と
目
標
、 

今
後
３
〜
５
年

間
に
実
施
す
る
事
業
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
地
区
計
画
を
策
定
し
、地

区
経
営
を
行
い
ま
す
。

地区コミュニティセンタ－
（地区経営体主体）

町（行政）

☆地域課題の解決
☆地区民が主体となった地域づくり
　　（地区計画の策定・実践）
☆地域づくりの拠点
　　（地区コミュニティセンターの運営）

【構成】（広く地域全体で構成）
・各地区住民（区・町内会・委員会、など）
・各種団体 （財産区、自主防災組織、など）
・各種委員（公民館運営委員、など）
【予算】
・指定管理委託料、交付金、補助金
・各種団体負担金　等

公
民
館
分
館
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
分
館
へ

　

公
民
館
分
館
は
、一
番
身
近
な

集
会
施
設
で
あ
り
、引
き
続
き
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
情

報
の
共
有
を
行
い
、ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
し
、互
い
に
補
完
し
あ

う
存
在
と
し
て
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
分
館
と
し
て
位
置
づ
け
、

各
地
区
の
実
情
に
合
わ
せ
て
運
営

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

へ
の
移
行
に
あ
た
っ
て
は
さ
ま
ざ

ま
な
準
備
が
必
要
で
す
。

○
地
区
の
課
題
解
決
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
く
地
区
経
営
主
体
、
準

備
委
員
会
の
立
ち
上
げ

○
地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
の
地

区
計
画
の
策
定

　

こ
れ
ら
の
地
域
の
取
り
組
み
に

対
し
、
平
成
27
年
度
か
ら
ス
ム
ー

ズ
に
移
行
す
る
た
め
、 

今
年
度
よ

り
総
務
課
企
画
室
に
「
ま
ち
づ
く

り
推
進
係
」
を
設
置
し
て
地
域
と

一
緒
に
な
っ
て
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
企
画
室

ま
ち
づ
く
り
推
進
係

☎
85

－

６
１
２
３

生涯学習

防犯・防災活動

産業の振興

福祉の取り組み

子どもの育成

環境の整備

指定管理協定
（指定管理料）

連携・協力 （仮）地域づくり交付金
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鉄
道
や
路
線
バ
ス
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
公
共
交
通
は
、
わ

た
し
た
ち
の
生
活
を
支
え
る
大
切
な
移
動
手
段
で
す
。
本
格
的
な
少
子

高
齢
社
会
の
到
来
や
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
も
、
公
共
交
通
の
果
た

す
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
困
っ
た
と
き
に
頼
り
に
な
る
の

　

は
や
っ
ぱ
り
公
共
交
通
機
関

　

自
動
車
を
運
転
で
き
、
元
気
に

歩
け
る
間
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、

病
気
に
な
っ
た
り
、
足
腰
が
弱
く

な
っ
た
り
し
て
自
由
に
動
け
な
く

な
っ
た
と
き
、
や
は
り
、
頼
り
に

な
る
の
が
、
公
共
交
通
機
関
で
す
。

ま
た
、
高
校
生
の
通
学
や
運
転
免

許
証
を
保
持
し
て
い
な
い
方
の
通

院
、
買
い
物
な
ど
、
町
民
生
活
に

欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
貴
重
な

地
域
の
移
動
手
段
で
す
。

◆
白
鷹
町
を
運
行
す
る
公
共
交
通

　

白
鷹
町
で
は
、

①
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

②
鉄
道

③
路
線
バ
ス
（
山
交
バ
ス
、
住
民

混
乗
型
ス
ク
ー
ル
バ
ス
）
の
３
つ

の
公
共
交
通
が
運
行
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
３
つ
の
公
共
交
通
機

関
の
連
携
を
と
り
な
が
ら
町
民
の

貴
重
な
移
動
手
段
と
し
て
運
行
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

白
鷹
町
の
路
線
バ
ス
に
つ
い
て

は
、
山
交
バ
ス
株
式
会
社
が
山
形

市
〜
長
井
市
間
を
運
行
す
る
通
称

「
や
ま
び
こ
ラ
イ
ナ
ー
」
と
、
大

瀬
〜
荒
砥
間
、
中
山
〜
荒
砥
間
を

運
行
す
る
住
民
混
乗
型
ス
ク
ー
ル

バ
ス
が
あ
り
ま
す
。

や
ま
び
こ
ラ
イ
ナ
ー

　

県
都
山
形
市
と
町
を
結
ぶ
貴
重

な
交
通
手
段
で
す
。
通
勤
、
通
学

の
利
用
は
も
ち
ろ
ん
、
買
い
物
や

通
院
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
町

民
の
方
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

時
刻
、
料
金
に
つ
い
て
は
、
左

記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
交
バ
ス
㈱

バ
ス
案
内
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３

－

６
３
２

－

７
２
７
２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

ttp://w
w
w
.yam

akobus.co.jp/

ス
ク
ー
ル
バ
ス
（
住
民
混
乗
型
）

　

バ
ス
に
つ
い
て
は
、
鷹
山
、
下

山
地
区
の
通
勤
・
通
学
で
の
利
用

と
し
て
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
住
民

の
混
乗
運
行
で
、
町
内
企
業
や
荒

砥
高
校
の
始
業
時
刻
に
合
わ
せ
て

運
行
し
て
い
ま
す
。

　

地
区
間
を
結
ぶ
町
民
の
移
動
手

段
と
し
て
貴
重
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

）

　

白
鷹
町
で
の
鉄
道
と
い
え
ば
山

形
鉄
道
株
式
会
社
が
運
行
す
る
フ

ラ
ワ
ー
長
井
線
で
す
。
荒
砥
〜
赤

湯
間
を
運
行
し
、
市
町
間
を
運
行

す
る
基
幹
交
通
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
沿
線
の

高
校
を
中
心
と
し
た
通
学
、
通
勤

の
移
動
手
段
と
し
て
の
貴
重
な
交

通
機
関
で
す
。
し
か
し
、
近
年
の

少
子
化
の
影
響
に
よ
り
、
利
用
者

が
減
少
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
鉄

道
を
守
る
た
め
、
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
や
新
幹
線
を
ご
利
用
の
際
な
ど

に
は
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
鉄
道
㈱
荒

砥
駅　

☎
85

－

２
０
１
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　
　
　

http://w
w
w
.flow

er-liner.jp/

　

鉄
道
と
路
線
バ
ス
の
利
用
者
に

つ
い
て
は
、
自
動
車
保
有
率
の
増

加
、
少
子
化
の
影
響
等
に
よ
り
年

々
減
少
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
こ

の
よ
う
な
状
況
が
続
く
と
各
路
線

の
経
営
状
況
に
よ
り
廃
線
や
減
便

な
ど
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
は
、
平
成

20
年
の
運
行
開
始
以
降
、
利
用
者

の
定
着
化
に
よ
り
年
々
増
加
し
て

い
る
状
況
で
す
。
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デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
、
通
常

の
タ
ク
シ
ー
と
は
異
な
り
、
予
約

し
て
い
た
だ
い
た
方
を
順
番
に
迎

え
に
行
き
、
低
料
金
で
目
的
地
ま

で
送
迎
す
る
他
の
人
と
の
乗
り
合

い
タ
ク
シ
ー
で
す
。
利
用
さ
れ
る

方
は
、
事
前
登
録
と
利
用
す
る
前

の
電
話
予
約
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

１
．
登
録

◆
ご
利
用
の
前
日
ま
で
に
利
用
登

録
が
必
要
で
す
。「
利
用
登
録
申
込

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
白

鷹
町
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
予
約
セ

ン
タ
ー
（
㈱
朝
日
観
光
タ
ク
シ
ー

内
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
は
予
約
セ
ン
タ
ー
ま
た

は
役
場
総
務
課
企
画
室
に
備
え
て

あ
り
ま
す
。
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ

る
登
録
も
受
け
付
け
ま
す
。

２
．
予
約

◆
利
用
す
る
場
合
は
、
前
日
ま
で

に
予
約
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
予
約

を
し
ま
す
。

◆
同
じ
便
の
予
約
状
況
に
よ
っ
て

待
ち
時
間
が
変
わ
り
ま
す
。
時
間

に
余
裕
を
持
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

◆
予
約
の
変
更
や
キ
ャ
ン
セ
ル
を

す
る
場
合
は
、
必
ず
予
約
セ
ン
タ

ー
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
原
則

と
し
て
当
日
の
変
更
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
無
断
キ
ャ
ン
セ
ル
、
予
約
場
所

に
い
な
い
等
が
あ
る
と
、
運
行
に

遅
れ
が
生
じ
る
原
因
に
も
な
り
ま

す
。
お
互
い
に
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

◆
予
約
し
た
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ

う
に
、
カ
レ
ン
ダ
ー
や
手
帳
に
メ

モ
す
る
な
ど
ご
家
族
や
ヘ
ル
パ
ー

さ
ん
と
予
約
内
容
を
共
有
で
き
る

よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
ご
希
望
の
方
に
は
予
約
手
帳
を

差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
車
内
ま
た
は
役
場
総
務

課
企
画
室
で
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

総
務
課
企
画
室
企
画
調
整
係

　

☎
85

－

６
１
２
３
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－
－

☎

❶

❷

❸
❶
白
鷹
町
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

総
合
支
援
事
業

　
❷
白
鷹
町
木
造
住
宅
耐
震

　

診
断
士
派
遣
事
業

❸
白
鷹
町
木
造
住
宅

　

耐
震
改
修
事
業

　

❷
❹
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
へ
の　

登
録
に
つ
い
て

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
管

理
係　

☎
85

－

６
１
４
０

－
－

平成26年度
住宅関連施策の
おしらせ

建築需要促進事業 住宅リフォーム総合支援事業
新築 増・改築、修繕等

付属建物（車庫、作業所
及び物置）

住宅、店舗、付属建物（車
庫、作業所及び物置） 対象物件 住宅

対象物件の新築
対象物件の増改築及び修繕
工事、給排水衛生施設整備
工事

対象工事
５要件（部分補強、省エネ化、バリアフリ
ー化、県産木材使用、克雪化）のいずれか
を含む工事

工事請負金額が20万円以上 工事請負金額の下限 工事請負金額が50万円以上
町内業者（白鷹町商工会員かつ町内に事業所があり、
対象工事を施工できる法人または個人）であること 施工業者

県内業者（県内に本店・本社がある法人ま
たは個人事業者）であること

■白鷹町内に住所を有する者　
■町税等の滞納がないこと

申請者（施主）の要件
■白鷹町内に住所を有する者　
■町税等の滞納がないこと

介護保険制度との併用は不可 その他補助金との
併用について

介護保険、他の補助金、県制度融資、エコ
ポイントとの併用は不可

工事費の10％分（上限10万円）　
※白鷹町商工会が発行する商品券により給付

支援内容（補助額）
工事費の10％分（上限20万円）
※県産木材を３㎥以上使用するリフォーム
　工事の場合、上限30万円

白鷹町商工会　☎85-0055 手続き・問い合わせ窓口 建設水道課管理係　☎85-6140

⇦　　⇨併用できます

【制度の違い（概要版）】

※申し込みは事業期間内で１回に限ります。
詳しくはお問い合わせください。

住住住住住住
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地
価
公
示
法
の
規
定
に
基
づ
き

実
施
す
る
も
の
で
、
県
内
の
都
市

計
画
区
域
内
で
標
準
的
な
使
わ
れ

方
を
し
て
い
る
土
地
（
以
下
「
標

準
地
」）を
選
び
、
そ
の
適
正
な
土

地
価
格
を
公
表
す
る
も
の
で
す
。

　

土
地
を
売
買
す
る
際
の
目
安
に

し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
国
や
地

方
公
共
団
体
な
ど
が
公
共
用
地
等

を
買
収
す
る
場
合
の
基
準
と
も
な

る
ほ
か
、
適
正
な
地
価
の
形
成
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。 　　

売
買
の
対
象
と
な
る
土
地
の
条

件
（
土
地
の
形
状
、
道
路
の
条
件
、

最
寄
駅
か
ら
の
距
離
、
上
下
水
道

の
整
備
状
況
な
ど
）
を
標
準
地
と

比
較
す
れ
ば
、
お
お
よ
そ
の
適
正

な
価
格
が
わ
か
り
ま
す
。
地
価
公

示
結
果
は
役
場
で
簡
単
に
閲
覧
で

き
ま
す
の
で
、
土
地
売
買
の
と
き

に
は
、
ま
ず
地
価
公
示
価
格
を
お

調
べ
く
だ
さ
い
。
標
準
地
は
皆
さ

ん
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
地
価
公
示
価
格
は
１
月

１
日
現
在
の
価
格
で
す
の
で
、
そ

の
後
の
地
価
動
向
も
考
慮
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

■
問
い
合
わ
せ　

　

総
務
課
企
画
室
企
画
調
整
係

　

☎
85

－

６
１
２
３

注）価格は、１平方㍍あたりの価格を過去３年分につ
いて表しています。また、（　）内の数字は、対前年変
動率（％）です。「▲」は減少を表しています。

白鷹
－２

大字鮎貝字粡町二
2406番1

24　年 25　年 26　年
円

10,400
（▲5.5）

円
9,880

（▲5.0）

円
9,640

（▲2.4）

白鷹
５－１

大字荒砥乙字横町
1014番
（芳賀輪店）

24　年 25　年 26　年
円

25,000
（▲6.0）

円
23,800
（▲4.8）

円
23,100
（▲2.9）

白鷹
－１

大字荒砥乙字出来町
東958番

24　年 25　年 26　年
円

16,300
（▲4.7）

円
15,700
（▲3.7）

円
15,400
（▲1.9）
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骨粗しょう症検診への助成

『女性の日』の検診充実

☎
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光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
や

　
　
　

微
小
粒
子
状
物
質（
Ｐ
Ｍ
２
・
５
）に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

「
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
」
と

は
、
主
に
工
場
の
ば
い
煙
や
自
動

車
の
排
ガ
ス
に
含
ま
れ
る
窒
素
酸

化
物
と
非
メ
タ
ン
炭
化
水
素
が
日

光
の
紫
外
線
の
働
き
に
よ
り
光
化

学
反
応
を
起
こ
し
て
生
成
さ
れ
る

酸
化
性
物
質
の
総
称
で
す
。

　

県
内
で
は
、
４
月
か
ら
６
月
の

風
の
弱
い
晴
天
日
に
高
濃
度
に
な

り
や
す
く
、
常
時
監
視
の
測
定
デ

ー
タ
が
１
時
間
値
で
０
・
１
２
０

ppm

を
超
え
た
場
合
で
、
気
象

条
件
か
ら
み
て
汚
染
が
継
続
す
る

と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
注
意
報

が
発
令
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
汚

染
状
況
が
悪
化
し
１
時
間
値
が

０
・
４
０
０ppm

を
越
え
る
と
警

報
が
発
令
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｐ
Ｍ
２
・
５
（
微
小
粒

子
状
物
質
）
は
、
大
気
中
の
直
径

２
・
５
μ
m
（
1
μ
m
は
千
分
の

１
ｍ
ｍ
）
以
下
の
粒
子
状
物
質
の

総
称
で
、
物
の
燃
焼
な
ど
に
よ
っ

て
直
接
排
出
さ
れ
る
も
の
と
、
大

気
中
で
の
化
学
反
応
に
よ
り
生
成

さ
れ
た
も
の
が
あ
る
ほ
か
、
自
然

由
来
の
も
の
や
越
境
汚
染
に
よ
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

県
で
は
、
朝
の
３
時
間
の
平
均

値
で
85
μ
m
／
㎥
、
午
前
の
８
時

間
の
平
均
値
で
80
μ
m
／
㎥
を
越

え
た
と
き
、
注
意
喚
起
が
行
わ
れ

ま
す
。
特
に
小
児
や
高
齢
者
が
影

響
を
受
け
や
す
い
と
さ
れ
て
い
る

た
め
、
学
校
や
保
育
園
・
福
祉
施

設
な
ど
に
通
知
し
、
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
の
放
送
や
、
広
報
車
で
町
民

の
皆
さ
ん
に
注
意
を
呼
び
か
け
ま

す
。
ま
た
、
解
除
さ
れ
た
と
き
も

広
報
し
ま
す
。

　

オ
キ
シ
ダ
ン
ト
注
意
報
発
令
や

Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
注
意
喚
起
が
行
わ

れ
た
ら
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

１
．
町
民
の
方
は

①
な
る
べ
く
窓
を
閉
め
て
、
屋
外

に
出
な
い
よ
う
に
す
る
。

②
特
に
、
小
児
や
高
齢
者
は
、
屋

外
で
の
運
動
や
作
業
を
控
え
る
。

③
屋
外
で
の
活
動
な
ど
を
実
施
さ

れ
て
い
る
主
催
者
の
方
は
、
活
動

を
自
粛
す
る
よ
う
配
慮
す
る
。

④
目
や
喉
に
、
か
ゆ
み
や
痛
み
を

感
じ
た
ら
、
洗
眼
や
う
が
い
を
す

る
。

⑤
症
状
が
ひ
ど
い
場
合
は
、
医
師

の
手
当
て
を
受
け
、
役
場
や
県
の

環
境
課
な
ど
に
被
害
状
況
を
連
絡

す
る
。

⑥
自
動
車
の
使
用
を
自
粛
し
、
使

用
す
る
場
合
は
自
動
車
の
急
発
進
、

急
加
速
、
不
必
要
な
ア
イ
ド
リ
ン

グ
を
や
め
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
心

が
け
る
。

２
．
事
業
者
の
方
は

①
ば
い
煙
発
生
施
設
を
設
置
し
て

い
る
事
業
者
の
方
は
、
燃
焼
の
自

粛
な
ど
に
よ
り
、
で
き
る
だ
け
、

ば
い
煙
の
排
出
量
を
削
減
す
る
。

②
有
機
溶
剤
使
用
事
業
者
、
石
油

貯
蔵
事
業
者
、
ガ
ソ
リ
ン
給
油
所

は
、
そ
の
使
用
量
の
削
減
、
給
油

作
業
の
自
粛
な
ど
に
よ
り
、
大
気

中
へ
の
揮
発
性
有
機
化
合
物
の
排

出
を
削
減
す
る
。

③
自
動
車
は
、
で
き
る
だ
け
発
令

地
区
内
を
通
過
し
な
い
よ
う
に
す

る
。

※
大
気
の
状
況
は
、
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
確
認

で
き
ま
す
の
で
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
携
帯
電
話
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課
く
ら
し

環
境
係　

☎
85

－

６
１
３
１

　

平
成
24
年
度
か
ら
長
井
市
小
出

地
内
の
最
上
川
で
工
事
を
進
め
て

き
ま
し
た
「
諏
訪
堰
頭
首
工
」
の

改
修
工
事
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

諏
訪
堰
頭
首
工
は
、
長
井
市
と

白
鷹
町
に
広
が
る
３
７
１
ha
の
農

地
に
か
ん
が
い
用
水
を
供
給
す
る

施
設
と
し
て
昭
和
37
年
に
整
備
さ

れ
ま
し
た
が
、
施
設
の
老
朽
化
に

よ
り
取
水
が
で
き
な
く
な
る
恐
れ

が
あ
る
た
め
、
山
形
県
が
事
業
主

体
と
な
っ
て
改
修
工
事
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　

改
修
前
は
、
最
上
川
を
堰
き
止

め
る
ゲ
ー
ト
は
４
基
あ
り
ま
し
た

が
、
今
回
の
改
修
で
大
型
の
２
基

に
変
更
し
、
茶
色
の
三
角
屋
根
の

操
作
室
も
新
設
し
ま
し
た
。
諏
訪

堰
頭
首
工
の
整
備
に
併
せ
て
、
い

ろ
い
ろ
な
魚
が
遡そ

上
で
き
る
よ
う

に
２
種
類
の
「
魚
道
」
も
整
備
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ゲ
ー
ト
を
操
作
す
る
こ

と
で
、
最
上
川
の
下
流
の
水
位
が

上
昇
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

下
流
の
河
川
敷
に
い
る
人
に
ゲ
ー

ト
の
操
作
を
知
ら
せ
る
「
サ
イ
レ

ン
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
サ
イ
レ

ン
が
鳴
り
ま
し
た
ら
、
河
川
敷
か

ら
出
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

置
賜
総
合
支
庁
産
業
経
済
部
西
置

賜
農
村
整
備
課

☎
０
２
３
８

－

88

－

８
２
４
７

諏
訪
堰
頭
首
工
改
修
工
事
が
完
成
し
ま
し
た
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郷
土
に
対
す
る
誇
り
と
愛
着
を

育
み
、
地
域
活
性
化
や
新
た
な
交

流
の
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、

山
形
県
が
実
施
す
る
「
未
来
に
伝

え
る
山
形
の
宝
」
第
１
号
と
し
て
、

黒
滝
会
（
奥
山
一
雄
会
長
）
が
申

請
し
た
文
化
財
が
登
録
さ
れ
、
３

月
20
日
、
県
庁
に
お
い
て
吉
村
知

事
か
ら
認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
登
録
を
受
け
、
奥
山
会

長
は
「
こ
れ
ま
で
の
黒
滝
会
の
活

動
を
評
価
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感

謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
最
上
川
の
素

晴
ら
し
さ
を
未
来
に
伝
え
る
活
動

を
し
て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

【
登
録
さ
れ
た
文
化
財
】

＊
舟
運
跡
（
舟
道
・
岩
盤
群
と
つ

　

ぶ
て
石
）

＊
剣け
ん

尖さ
き

不ふ

動ど
う

尊
そ
ん
の

鰐わ
に

口ぐ
ち

＊
最
上
川
か
ら
出
土
の
小
判

つぶて石（下山） 岩盤群（佐野原）

　

高
田
啓
介　

様

　
　
　

　

高
田
啓
介
様
（
岩
手
県
二
戸
市

在
住
）
よ
り
、
町
に
絵
画
を
寄
贈

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
１
回
梅
津
五
郎
芸
術
賞
全
国

絵
画
公
募
展
で
最
優
秀
賞
に
選
ば

れ
た
作
品
で
す
。

【
高
田
様
の
お
手
紙
よ
り
】

　

「
東
北
の
町
村
で
全
国
公
募
を

し
、
あ
の
よ
う
に
立
派
な
美
術
館

を
運
営
な
さ
っ
て
い
る
こ
と
に
敬

服
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
や
、
ど
こ
の
市
町
村
で
も
高

齢
化
が
進
み
、
芸
術
文
化
に
力
を

注
ぐ
だ
け
の
財
源
が
な
い
状
況
と

思
わ
れ
、
そ
の
よ
う
な
中
で
白
鷹

町
は
と
て
も
存
在
感
が
あ
る
キ
ラ

ッ
と
光
る
町
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

頑
張
っ
て
い
る
町
に
何
か
手
助
け

が
で
き
な
い
か
と
考
え
た
時
、
幸

い
に
し
て
最
高
賞
を
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
ご
迷
惑

で
な
け
れ
ば
私
の
絵
を
差
し
上
げ

た
い
と
思
い
ま
し
た
。」

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

風景画「北国の冬 ( 牛舎とサイロ）」

　

絵
画
は
あ
ゆ
ー
む
で
保
管
し
展

示
す
る
と
と
も
に
、
小
中
学
校
等

で
も
展
示
し
て
美
術
学
習
に
役
立

て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

白
鷹
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ　

様

　

白
鷹
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様
よ

り
、
町
に
現
金
（
５
万
円
）
を
寄

付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
有
意
義
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

永
年
勤
続
退
任
民
生
委
員
・

児
童
委
員
表
彰衣

袋
庄
三
郎
さ
ん

　

衣
袋
庄
三
郎
さ
ん
（
畔
藤
）
が
、

永
年
勤
続
退
任
民
生
委
員
・
児
童

委
員
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

衣
袋
さ
ん
は
、
平
成
10
年
12
月

か
ら
昨
年
11
月
ま
で
、
15
年
に
わ

た
っ
て
民
生
委
員
児
童
委
員
を
務

め
ら
れ
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
相
談
や
支

援
、
地
道
な
見
守
り
活
動
を
続
け

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど

も
の
健
全
な
育
成
の
た
め
、
学
校

を
は
じ
め
地
域
、
保
護
者
と
の
連

携
に
努
め
ら
れ
、
永
年
に
わ
た
り

社
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。
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宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業

と
し
て
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
に

地
域
自
主
防
災
組
織
育
成
事
業
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
は
山
口
自
主
防
災

会
が
こ
の
宝
く
じ
の
助
成
金
を
活

用
し
、
防
災
資
機
材
な
ど
を
整
備

し
ま
し
た
。

　

今
後
こ
れ
ら
の
資
機
材
を
活
用

し
て
地
域
の
防
災
活
動
に
努
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

し
ら
た
か
夢
未
来
発
掘
事
業

　
　

事
業
実
施
報
告
会
を
開
催

　

「
し
ら
た
か
夢
未
来
発
掘
事
業
」

は
、
平
成
23
年
度
に
２
事
業
、
平

成
24
年
度
に
３
事
業
、
平
成
25
年

度
に
１
事
業
が
採
択
さ
れ
、
３
月

24
日
、
平
成
25
年
度
の
事
業
報
告

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
取
り
組
み
の
先
進
地
と
い
わ
れ

る
他
市
町
の
グ
ル
ー
プ
へ
の
視
察

や
開
催
し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
成

果
や
課
題
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
、
し
ら
た

か
若
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
横
山
和
浩
代
表
）
と
し

ら
た
か
応
援
団
（
仮
）（
清
野
隆

博
代
表
）
は
、
３
年
間
の
事
業
を

終
了
し
、
修
了
証
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。

　

４
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
は
、
今

後
も
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。

　
白鷹町エネルギー戦略会議が提言書を提出　道の駅白鷹ヤナ公園内に

　電気自動車用充電器が設置されました
　
　再生可能エネルギーの利用推進や防災機能
の向上、次世代自動車への対応を目的に、道
の駅白鷹ヤナ公園に電気自動車用の急速充電
器と太陽光発電蓄電設備が設置され、３月
29日より供用が開始されました。山形県の
再生可能エネルギー等導入促進事業を活用し
て整備されたもので、電気自動車用の急速充
電器は、駐車場に専用の簡易車庫が設置され、
24時間利用できます。また、太陽光パネル
は道の駅の屋根に設置され、施設の電力とし
て利用されます。
　供用開始の３月29日には、記念のセレモ
ニーが行われ、電気自動車の展示や試乗会な
ども行われました。訪れたひとたちは、電気
自動車の試乗で乗り心地を確かめていました。

宝
く
じ
助
成
事
業
で
防
災
資
機
財

を
整
備
し
ま
し
た

　3月17日、白鷹町エネルギー戦略会議（三
浦秀一会長）より「白鷹町エネルギー計画の
推進に関する提言書」が提出されました。
　町では、再生可能エネルギーに関する基本
的施策を定めることを目的として平成24年
度に「白鷹町エネルギー計画」を策定しまし
た。この提言書は、計画の推進体制の大きな
枠組みとして組織した白鷹町エネルギー戦略
会議及びバイオマス利用促進ワーキングの意
見をまとめ、今後の戦略目標を提案するもの
です。木質バイオマスエネルギー導入推進に
関する提案を中心に「町と共に目標の実現に
取り組みたい」と三浦会長より町長に手渡さ
れました。
　町では今後、この提言書を踏まえて、町の
地域特性を生かした再生可能エネルギーの推
進を図っていきます。　
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　３月11日、よつば保育園ゆり組の園児21
人が、集めたペットボトルキャップ約１万
8000個を持って山形銀行荒砥支店を訪れま
した。「ワクチンで世界の子どもたちをたす
けてください」とキャップを届けた園児た
ちに、荒砥支店では「とてもよいことをし
てくれてありがとう」と感謝していました。
このほか、荒砥小学校、東・西中学校、荒
砥高校からも届けられ、合わせて約280人
分のワクチン相当分が寄託されました。

　３月20日、来年度からの統合に向け、東
・西中学校の生徒会交流会が行われました。
初めにそれぞれの学校を紹介し校歌が披露
されたほか、生徒会委員会ごとにグループ
に分かれて現在の活動内容や来年度からの
生徒会組織などについてを話しあいました。
両校のいいところを引き継いでよりよい学
校にしていこうと、帰り際にはお互いの学
校にエールを送り合い、とても和やかな交
流会となりました。

　３月10日、特別養護老人ホーム白光園で、
川遊亭けん坊こと安部貴洸さん（下山　長
井高校１年）による「白光園落語会」が開か
れました。安部さんは小学４年生の頃から
落語を習い始め、これまでも多くの舞台で
落語を披露しています。この日はデイサー
ビス利用者と入所者、職員が寄席を楽しみ、
安部さんの軽妙な語りに、デイサービス利
用者は「前にも聴いたことがあるが、さら
に上手になった」と感心していました。

　３月21日、「白鷹学講座パート５」とし
て元オリンピック日本代表の萩原次晴さん
を迎えての講演会が開催されました。双子
の兄・健次さんが金メダリストとなって以
降の次晴さんの知られざる苦悩の日々や長
野オリンピックに出場するまでの努力な
ど、これまでの苦労と、「夢はあきらめなけ
れば必ずかなう」ことなどを終始笑いを交
えてお話しいただきました。

　

３
月
２
日　

東
中
学
校
体
育
館

◇
一
般
の
部

　

１
位　

東
根
チ
ー
ム

　

２
位　

十
王
チ
ー
ム

　
◇
中
学
男
子
の
部

　

１
位　

西
中
学
校

　

２
位　

東
中
学
校

　
◇
中
学
女
子
の
部

　

１
位　

東
中
学
校

　

２
位　

西
中
学
校

◇
中
学
一
年
男
子

　

１
位　

東
中
学
校

　

２
位　

西
中
学
校

◇
中
学
一
年
女
子

　

１
位　

東
中
学
校

　

２
位　

西
中
学
校

◇
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
女
子

　

１
位　

白
鷹
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ス
ポ
少

　

２
位　

白
鷹
西
バ
ス
ケ
ス
ポ
少
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【
村
上
さ
ん
の
決
意
】

　

Ｎ
Ｂ
Ａ
選
手
に
な
る
と
い
う

幼
い
頃
か
ら
の
夢
を
実
現
す
べ

く
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
留
学
を
決

意
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
の

生
活
は
た
い
へ
ん
な
こ
と
も
あ

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
Ｎ
Ｂ

Ａ
の
舞
台
を
目
指
し
前
向
き
に

挑
戦
し
た
い
で
す
。

　

今
回
の
Ｎ
Ｂ
Ａ
挑
戦
の
チ
ャ

ン
ス
を
手
に
で
き
た
の
は
、
こ

れ
ま
で
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た

先
生
方
の
お
か
げ
で
す
。
支
え

て
く
だ
さ
っ
た
方
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
ア
メ
リ
カ

で
精
一
杯
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

　

３
月
16
日
、
パ
レ
ス
松
風
に
お

い
て
、
村
上
駿
斗
さ
ん
（
浅
立
）

の
ア
メ
リ
カ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

挑
戦
激
励
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

「
ス
ラ
ム
ダ
ン
ク
奨
学
金
」
と

は
、
高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を

描
い
た
漫
画
「
ス
ラ
ム
ダ
ン
ク
」

の
作
者
で
あ
る
井
上
雄
彦
さ
ん
の

「
読
者
と
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
に
恩
返
し
が
し

た
い
」
と
の
思
い
か
ら
設
立
さ
れ

た
奨
学
金
制
度
で
す
。
日
本
の
高

校
を
卒
業
後
に
、
大
学
、
あ
る
い

は
プ
ロ
を
目
指
し
、
ア
メ
リ
カ
で

競
技
を
続
け
る
意
思
と
能
力
を
持

っ
て
い
る
若
い
選
手
を
支
援
す
る

も
の
で
、
第
７
期
の
ス
ラ
ム
ダ
ン

ク
奨
学
生
と
し
て
村
上
さ
ん
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

　

村
上
さ
ん
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
一
家
に
育
ち
、
白
鷹
東
中
１

年
時
に
ジ
ュ
ニ
ア
Ｎ
Ｂ
Ａ
日
本
チ

ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
渡
米

し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
Ｎ
Ｂ
Ａ

で
の
プ
レ
ー
に
挑
戦
し
た
い
と
の

思
い
か
ら
、
山
形
南
高
３
年
の
昨

年
秋
に
奨
学
生
に
応
募
し
、
最
終

選
考
で
は
ア
メ
リ
カ
で
の
実
技
試

▲村上さんから白鷹ミニバスケスポ少
　 の後輩たちにエールが送られました

▲山形南高バスケットボール
　 部の細谷監督も激励　

験
を
突
破
し
Ｎ
Ｂ
Ａ
挑
戦
へ
の
チ

ャ
ン
ス
を
つ
か
み
ま
し
た
。

　

激
励
会
は
、
白
鷹
町
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
協
会
が
主
催
し
、
こ
れ

ま
で
の
指
導
者
の
方
々
も
激
励
に

駆
け
付
け
ま
し
た
。
白
鷹
ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
後
輩
た
ち
よ
り
、「
ア
メ
リ
カ

に
行
っ
て
も
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
花
束
が
贈
ら
れ
る
と
、
村

上
さ
ん
か
ら
「
白
鷹
ミ
ニ
バ
ス
ケ

ス
ポ
少
初
の
全
国
大
会
出
場
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
お
互
い
に
が
ん

ば
り
ま
し
ょ
う
」
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

村
上
さ
ん
は
、
３
月
23
日
に
渡

米
、
４
月
か
ら
14
カ
月
間
、
ア
メ

リ
カ
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州
の
プ
レ

ッ
プ
ス
ク
ー
ル
で
勉
強
と
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
を
学
び
ま
す
。

成
績
優
秀
者
に
激
励
金

　

3
月
19
日
か
ら
21
日
に
か
け

て
岩
手
県
安
比
高
原
ス
キ
ー
場

で
開
催
さ
れ
た　

第
８
回
全
国

小
学
校
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
大
会

に
出
場
し
た
３
人
の
小
学
生
に

「
成
績
優
秀
者
激
励
金
」
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
人
は
、「
少
し
緊
張
し
た
け

れ
ど
、
い
つ
も
の
よ
う
に
滑
る

こ
と
が
で
き
た
」「
楽
し
く
滑

る
こ
と
が
で
き
た
。
来
年
も
全

国
大
会
を
目
指
し
て
が
ん
ば
り

た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

白は

く

鷹よ

う

山ざ

ん

情
報

　
５
勝
２
敗
の
好
成
績
！

大
相
撲
一
月
場
所

（
３
月
９
日
〜
23
日
）

取組 星取 決まり手
２日日 ○ 突き出し
３日目 ● 寄り切り
５日目 ○ 突き出し
７日目 ● 押し出し
10日目 ○ 叩き込み
11日目 ○ 押し出し
13日目 ○ 突き出し
東幕下57枚目　５勝２敗

　

今
場
所
は
幕
下
に
上
が
り
初
め

て
の
大
勝
で
、
５
勝
２
敗
と
い
う

好
成
績
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
最
近
は
、
勝
ち
を
意
識
し

す
ぎ
て
尻
込
み
す
る
よ
う
な
相
撲

で
し
た
が
、
兄
弟
子
か
ら
の
「
自

分
の
相
撲
を
大
事
に
し
ろ
」
の
言

葉
通
り
、
真
っ
直
ぐ
突
き
押
す
自

分
ら
し
い
相
撲
が
と
れ
た
と
思
い

ま
す
。
大
阪
場
所
で
は
声
を
か
け

て
応
援
し
て
く
れ
る
方
も
増
え
た

の
で
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
応

援
に
恥
じ
ぬ
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

【
第
８
回
全
国
小
学
校
ア
ル
ペ
ン

　

ス
キ
ー
大
会
出
場
】

　

大
滝
覇
功
さ
ん　

荒
砥
小
４
年

　

後
藤
美
桜
さ
ん　

荒
砥
小
５
年

　

海
老
名
美
来
さ
ん　

鷹
山
小
６
年左から、海老名美来さん、後藤美桜さん、

大滝覇功さん
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
携
帯
電
話

等
に
つ
い
て
、
よ
く
分
か
ら
な
い

ま
ま
契
約
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

【
電
話
勧
誘
販
売
・
訪
問
販
売
】

事
例
1　

電
話
で
勧
誘
さ
れ
て
回

線
契
約
を
申
し
込
ん
だ
が
、
説
明

の
な
か
っ
た
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
も
契

約
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

事
例
2　

今
後
は
今
の
固
定
電
話

は
使
え
な
く
な
る
と
言
わ
れ
て
光

回
線
を
契
約
し
て
し
ま
っ
た
。

事
例
3　

勧
誘
電
話
を
か
け
て
き

た
事
業
者
に
遠
隔
操
作
で
プ
ロ
バ

イ
ダ
ー
の
設
定
を
し
て
も
ら
っ
た

が
、
頼
ん
で
い
な
い
オ
プ
シ
ョ
ン

サ
ー
ビ
ス
も
契
約
し
た
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。

【
店
舗
購
入
】

事
例
4　

家
電
量
販
店
で
、
パ
ソ

コ
ン
を
安
く
買
え
る
と
光
回
線
を

勧
誘
さ
れ
契
約
し
た
が
、
後
日
、

覚
え
の
な
い
オ
プ
シ
ョ
ン
も
契
約

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
勧
誘
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
！

事
例
5　

広
告
ど
お
り
の
通
信
状

態
で
は
な
か
っ
た
の
で
解
約
を
申

し
出
た
が
、
解
約
料
等
を
請
求
さ

れ
た
。

【
そ
の
他
（
共
通
）】

事
例
6　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
す

る
と
い
う
広
告
を
見
て
光
回
線
等

を
申
し
込
ん
だ
が
広
告
ど
お
り
の

金
額
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
さ
れ

な
い
。

－

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

－

・
勧
誘
さ
れ
て
も
す
ぐ
に
返
事
を

せ
ず
、
契
約
内
容
を
書
面
等
で
き

ち
ん
と
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
十
分

に
理
解
し
な
い
ま
ま
の
契
約
は
ト

ラ
ブ
ル
の
も
と
で
す
。

・
価
格
だ
け
で
な
く
自
分
の
利
用

環
境
や
目
的
に
照
ら
し
て
必
要
性

を
十
分
に
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

・
特
典
を
強
調
し
た
勧
誘
に
は
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
必
要
が
な
け
れ
ば
、
き
っ
ぱ
り

断
り
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー　

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
85

－

６
１
３
１

交
通
事
故
に
要
注
意

人
も
車
も
自
転
車
も
『
し
っ
か
り

止
ま
っ
て
、
は
っ
き
り
確
認
』

　

歩
行
者
は
…

○
い
つ
も
の
道
で
も
油
断
せ
ず
に

　

道
路
の
横
断
時
は
、「
い
つ
で
も

　

ど
こ
で
も
安
全
確
認
」

○
夕
方
か
ら
の
外
出
に
は
ピ
カ
ピ

　

カ
光
る
夜
光
反
射
材
を
つ
け
る

　

運
転
者
は
…

○
速
度
を
控
え
て
「
や
さ
し
い
運

　

転
」

○
横
断
歩
道
で
は
歩
行
者
を
優
先
。

　

止
ま
っ
て
渡
し
て
あ
げ
る
「
思

　

い
や
り
運
転
」

○
全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し

　

幼
児
は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
に

○
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
の
早
め
点
灯
と

　

こ
ま
め
な
切
り
替
え
で
ハ
イ
ビ

　

ー
ム
を
活
用

○
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い

　

自
転
車
は
…

○
自
転
車
利
用
の
交
通
ル
ー
ル
と

　

マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
よ
う

　

　

一
人
ひ
と
り
が
交
通
事
故
の
危

険
性
を
認
識
し
、
交
通
ル
ー
ル
と

交
通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
を
実
践
し
て

交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

春
の
地
域
安
全
運
動

◇
期
間　

4
月
中
旬
〜
５
月
上
旬

　

春
の
開
花
期
に
は
、
開
放
的
な

気
分
に
な
る
と
と
も
に
、
行
楽
シ

ー
ズ
ン
を
迎
え
て
少
年
非
行
や
空

き
巣
等
の
多
発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
振
り
込
め
詐
欺
や
悪
質
商

法
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

◇
運
動
の
重
点

１
．
少
年
非
行
の
防
止

２
．
空
き
巣
等
侵
入
盗
の
防
止

３
．
自
転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど

　
　

乗
り
物
盗
の
防
止

４
．
振
り
込
め
詐
欺
、
悪
質
商
法

　
　

等
の
被
害
防
止

４
．
子
ど
も
・
女
性
を
対
象
と
し

　
　

た
各
種
犯
罪
の
防
止

レ
タ
ー
パ
ッ
ク
や
宅
急
便
で
の
送

金
指
示
は
す
べ
て
詐
欺
！

　

例
え
ば
…

「
品
名
を
書
類
と
書
い
て
送
れ
」

「
菓
子
箱
に
入
れ
て
送
れ
」

「
現
金
を
本
に
挟
ん
で
送
れ
」

な
ど
と
指
示
さ
れ
る
も
の
は
す
べ

て
『
詐
欺
』
で
す
。

　　

白
鷹
東
駐
在
所
に
卯
野
隆
警
部

補
と
石
川
貴
浩
巡
査
長
が
着
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

前
任
の
高
橋
誠
一
郎
警
部
補
と

日
野
明
宏
巡
査
長
に
は
、
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

　
　
　
　
　
　

☎
85

－

６
１
３
１

長
井
警
察
署　

☎
84

－

０
１
１
０

白
鷹
西
駐
在
所
☎
85

－

２
０
２
９

白
鷹
東
駐
在
所
☎
85

－

２
０
４
６

白鷹東駐在所
卯野隆　警部補

白鷹東駐在所
石川貴浩　巡査長
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昨
年
９
月
よ
り
認
知
症
の
早
期

診
断
、
早
期
対
応
の
た
め
の
国
の

「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

設
置
促
進
モ
デ
ル
事
業
」
を
実
施

し
、
約
60
名
の
方
が
利
用
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
も
訪
問
で
の
見
守
り

や
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
等
を
継
続
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
に
つ
い
て
は
、
国

の
モ
デ
ル
事
業
は
終
了
し
ま
す
が
、

認
知
症
支
援
訪
問
事
業
は
引
き
続

き
実
施
し
、
認
知
症
の
方
、
ま
た

そ
の
家
族
の
方
が
安
心
し
て
在
宅

で
生
活
し
て
い
け
る
よ
う
に
継
続

し
た
訪
問
支
援
等
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　

物
忘
れ
相
談

　

物
忘
れ
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て

心
配
だ
と
い
う
方
や
、
ご
家
族
の

物
忘
れ
で
お
困
り
の
方
の
た
め
、

精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

▼
い
つ　

５
月
16
日
（
金
）　

　

午
後
２
時
〜
４
時

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

問
診
、
認
知
症
の
聞
き

　

取
り
で
の
検
査
、
診
察

▼
相
談
医　
　

川　

順　

氏

（　

川
記
念
病
院　

院
長
）

▼
申
し
込
み　

5
月
９
日
（
金
）

　

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

　

認
知
症
介
護
の
経
験
者
や
介
護

中
の
方
が
集
い
、
介
護
に
つ
い
て

を
話
し
合
い
を
し
ま
す
。

▼
い
つ　

４
月
23
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
申
し
込
み　

４
月
18
日
（
金
）

　

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
認
知
症
や
介
護
予
防
事
業
に

　

つ
い
て
の
相
談
・
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課
地
域
包
括
支
援

　

セ
ン
タ
ー　

☎
86

－

０
１
１
２

測
定
限
界　

　
　

０
・
４
２
〜
０
・
７
７
Ｂ
ｑ

　
　
（
ベ
ク
レ
ル
）／
㎏
以
下

▼
期
間　

　

３
月
12
日（
木
）
〜
18
日（
水
）

　

い
ず
れ
の
保
育
園
も
、
放
射
性

ヨ
ウ
素
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
と
も

に
不
検
出
で
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

　

☎
86

－

０
２
１
２

■問い合わせ　
　総務課総務係　☎85－6120

広告

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　　

４
月
１
日
よ
り
人
権
擁
護
委
員

と
し
て
、
新
た
に
鈴
木
和
夫
さ
ん

と
遠
藤
啓
子
さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
３
年
間
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
い
じ
め
・

虐
待
・
体
罰
・
差
別
等
の
な
い
社

会
を
め
ざ
し
、
人
権
擁
護
の
た
め

の
啓
発
活
動
や
相
談
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

町
の
人
権
擁
護
委
員

　

髙
橋　

武
雄
（
高
玉
）

　

芳
賀
健
治
郎
（
鮎
貝
）

　

蒲
生　

成
子
（
荒
砥
）

　

鈴
木　

和
夫
（
十
王
）
＊
新
任

　

小
関　

陽
一
（
萩
野
）

　

遠
藤　

啓
子
（
広
野
）
＊
新
任

　　

特
設
人
権
相
談
は
６
月
と
12
月

に
予
定
し
て
い
ま
す
。
お
し
ら
せ

版
等
で
開
催
日
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
福

祉
係　

☎
86

－

０
１
１
１

  ３月の町長交際費 　平成26年３月に支出された町長
　交際費についてお知らせします。
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〜
県
立
荒
砥
高
等
学
校
〜

　

3
月
3
日
、
第
63
回
卒
業
証
書

授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
卒
業

生
を
代
表
し
て
東
海
林
史
穂
さ
ん

が
「
私
た
ち
を
見
守
っ
て
く
れ
た

地
域
の
皆
さ
ん
と
白
鷹
町
に
恩
返

し
し
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
。」と
答
辞
を
述
べ
、
50
名
の
生

徒
が
本
校
を
巣
立
ち
ま
し
た
。。

　

地
域
の
皆
様
か
ら
支
え
て
い
た

だ
き
、
希
望
者
全
員
の
進
路
が
内

定
し
て
の
卒
業
で
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

▼
就
職
32
名（
男
16
人　

女
16
人
）

　

白
鷹
町
8
人　

長
井
市
19
人　

　

飯
豊
町
1
人　

　

県
内
他
地
区
3
人

　

公
務
員
１
名
（
山
形
県
警
察
）

◆
３
年
生
50
名
が
本
校
を
巣
立
つ

▼
進
学
17
人（
男
4
人　

女
13
人
）

　

４
年
制
大
学
3
人

　

短
期
大
学
1
人　

　

県
立
農
業
大
学
校
1
人

　

専
門
学
校
等
10
名

　

看
護
・
医
療
系
専
門
学
校
2
名

　

そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
先
で
、
精
一

杯
努
力
し
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と

を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　

次
回
「
歩
」
四
月
二
十
五
日
ま
で
。　

「
新
」
五
月
二
十
五
日
ま
で
。

　

白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
八
三
三
番
地　

白
鷹
町
役
場
総
務
課
企
画
室
情
報
係　

 

宛

▲

　

3
月
14
日
、
生
徒
会
の
役
員
17

人
が
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質

の
向
上
と
自
覚
と
責
任
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
に
研
修
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

研
修
会
は
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
き
ら
り
よ

し
じ
ま
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
事
務
局

長
の
高
橋
由
和
氏
を
講
師
に
迎
え

「
さ
す
が
と
い
わ
れ
る
荒
高
生
と

は
」
を
テ
ー
マ
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
っ
て
次
年
度
の
具
体
的
な

活
動
に
つ
い
て
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出

し
合
い
ま
し
た
。

　

生
徒
会
活
動
の
さ
ら
な
る
活
性

化
と
地
域
貢
献
な
ど
に
生
か
さ
れ

る
こ
と
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

　
　

 

◆
次
年
度
の
荒
高
を
担
う
生
徒
会
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伴
い
、
一
般
公
募
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

▼
い
つ　

10
月
12
日
（
日
）

▼
ど
こ
で　

金
山
町　

山
形
県
遊

学
の
森
（
雨
天
時
は
金
山
町
立
金

山
中
学
校
体
育
館
）

▼
内
容　

皇
族
殿
下
に
よ
る
お
手

入
れ
行
事
や
記
念
式
典

▼
応
募
期
限　

5
月
30
日
（
金
）

当
日
消
印
有
効

▼
申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
持
参

に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
役
場
産
業
振
興
課
に

備
え
て
あ
り
ま
す
。
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

▼
申
込
先　

白
鷹
町
役
場
産
業
振

興
課
農
村
整
備
係　

〒
９
９
２

－

０
８
９
２　

白
鷹
町

大
字
荒
砥
甲
８
３
３

☎
85

－

６
１
２
５
（
直
通
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
85

－

２
１
２
８

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
自
家
用
車
で
の
会
場
へ

の
入
場
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
白

鷹
町
か
ら
参
加
者
専
用
の
バ
ス
に

乗
車
し
て
会
場
に
向
か
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
全
国
育
樹
祭
推
進
室 

☎
０
２
３

－

６
３
０

－

３
２
８
２

荒
砥
駅
資
料
館
お
茶
席
の
ご
案
内

　　

荒
砥
駅
資
料
館
で
は
、
置
賜
さ

く
ら
回
廊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
合
わ

せ
て
、
お
茶
席
を
用
意
し
皆
さ
ん

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
い
つ　

４
月
19
日
（
土
）

　
　
　

〜
４
月
30
日
（
水
）

　

抹
茶
・
コ
ー
ヒ
ー
・
こ
ん
に
ゃ

く
で
お
も
て
な
し
い
た
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
手
作
り
品
の
売
店
も

あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

新
野
久
子

☎
85

－
３
６
６
３

長
井
高
等
職
業
訓
練
校
訓
練
生
を

募
集
し
ま
す

▼
訓
練
科　

建
築
施
工
系　

木
造

建
築
科

▼
訓
練
期
間　

平
成
26
年
４
月
か

ら
平
成
28
年
３
月
ま
で
の
２
年
間

▼
訓
練
日
及
び
訓
練
時
間　

原
則
と
し
て
毎
週
土
曜
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

▼
入
学
資
格　

①
建
築
関
連
の
仕
事
に
就
い
て
い

る
方
、
ま
た
は
、
就
職
す
る
予
定

の
方

②
新
卒
で
求
職
中
の
方

③
定
年
退
職
者
で
建
築
関
連
に
興

味
の
あ
る
方

④
45
歳
以
上
で
希
望
す
る
方

▼
資
格
取
得
等　

２
年
間
の
訓
練

を
受
け
、
技
能
照
査（
卒
業
）試
験

に
合
格
す
る
と

①
該
当
科
の
技
能
士
補
の
称
号
が

与
え
ら
れ
る

②
技
能
検
定
２
級
を
受
験
す
る
場

合
、
学
科
試
験
が
免
除
さ
れ
る

③
修
了
後
６
年
の
実
務
経
験
で
職

業
訓
練
指
導
員
免
許
取
得
資
格
を

得
る

▼
申
込
期
限　

開
校
は
４
月
で
す

が
、
５
月
末
日
ま
で
は
随
時
受
付
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
　

長
井
高
等
職
業
訓
練
校

☎
84

－

１
９
２
４

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

の
ご
案
内

【
乙
種
第
４
類
】　

▼
講
習
日
時

　

５
月
29
日
（
木
）
30
日
（
金
）

　

の
２
日
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で　

▼
定
員　

80
人

【
丙
種
】

▼
講
習
日
時　

５
月
30
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で　

▼
定
員　

20
人

▼
講
習
会
場　

長
井
市
民
文
化
会

館
（
長
井
市
館
町
北
５
番
10
号
）

▼
申
込
期
間　

４
月
21
日
（
月
） 

　
　
　
　
　

〜
５
月
20
日
（
火
）

※
講
習
会
案
内
及
び
申
込
書
は
消

防
本
部
、
消
防
署
、
各
分
署
に
備

え
て
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

西
置
賜
行
政
組
合
消
防
本
部
予
防

課　

☎
88

－

１
７
９
７

消
防
署　
　

☎
88

－

１
２
１
３

白
鷹
分
署　

☎
85

－

５
２
４
２

第
38
回
全
国
育
樹
祭
式
典
行
事
の

公
募
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　　

健
全
で
活
力
あ
る
森
林
を
育
て

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
大
切
さ
を
伝

え
る
全
国
育
樹
祭
が
、
今
年
は
山

形
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
開
催
に
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都
市
計
画
変
更
・
決
定
の

    
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　
　

　

荒
砥
橋
架
け
替
え
事
業
（
荒
砥

鮎
貝
線
）
に
関
す
る
こ
と
及
び
車

線
数
に
つ
い
て
「
白
鷹
都
市
計
画

変
更
・
決
定
」

①
都
市
計
画
道
路　

荒
砥
鮎
貝
線

　

変
更
・
決
定

（
荒
砥
新
町
〜
鮎
貝
神
明
町
）

②
都
市
計
画
区
域
用
途
地
域
変
更

  

（
荒
砥
新
町
〜
鮎
貝
神
明
町
）

　　

以
上
に
つ
い
て
、
都
市
計
画
法

第
16
条
第
１
項
に
基
づ
く
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

▼
い
つ　

４
月
25
日
（
金
）

　

午
後
７
時

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
１
階　

　

い
こ
い
の
間

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
都

市
計
画
係　

☎
85

－
６
１
４
０



住所　　 氏　　名 年齢
山　口　平　田　幸　子　69
深　山　樋　口　ちよ子　84
鮎　貝　小　口　ちや子　64
黒　鴨　鈴　木　秀　次　91
荒砥甲　佐　藤　　　乃　100
高　玉　金　田　まつよ　88
鮎　貝　馬　場　辰　美　68
箕和田　原　田　マサノ　94
十　王　原　田　とき子　89
浅　立　青　木　民　昭　63
鮎　貝　鈴　木　は　つ　82
荒砥乙　重　野　彰　吾　84
高　岡　樋　口　昭　助　85
荒砥乙　齋　藤　　浩　　66
荒砥甲　髙　橋　正　子　85
浅　立　鈴　木　よ　う　96
横田尻　小谷部　　清　　72
荒砥甲　梅　津　喜　重　89
十　王　守　谷　う　め　92
横田尻　中　川　み　ゑ　88
高　岡　安　部　廣　子　81
荒砥甲　遠　藤　一　夫　83
横田尻　小　林　榮　吉　84
中　山　守　屋　い　ね　89
荒砥乙　守　谷　辰　　　86

荒砥甲 新納
大輔 大

たい

　我
が

真恵

荒砥甲 山口
晃 陽

はる

　寧
ね

美里

荒砥乙 渋谷
一成 渚

なぎさ

真生子

鮎　貝 須貝
弘和 旭

あさひ

富美

畔　藤 鈴木
洋平 日

ひ

向
な

花
か

智美

畔　藤 宮澤
祐司 郷

さと

　花
か

春菜

鮎　貝 佐藤
達道 蒼

そう

　大
た

真理

　　氏　　　名　　　 住所

（町　田　尚　志　　鮎　貝

齋　藤　美峰子　　畔　藤

梅

No.1134
2014-4

-14
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